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5 万分の l 地質図幅
大 平 山 (札幌-第 47 号〉

説 明 書

北海道立地下資源調査所

技術吏員黒沢邦 彦

同 田 近 浮

同 八幡正 弘

同 山 岸宏 光

はしカまき

「大平山」図幅および同説明書は北海道開発庁の委託によって行われたもの

であり，野外調査は昭和 54 年から昭和 57 年にかけて実施された.野外調査に

あたっては，中・古生界分布域を主として田近が，新生界分布域を主として黒

沢・山岸および八幡が担当した.報告書のとりまとめにあたっては，中・古生

界を田近が，地すべりを山岸が，その他については主に黒沢が行った.

東隣の長万部地域の地質について地質調査所の久保和也氏から御教示を受け

た.また，北海道大学の棚井敏雅名誉教授には植物化石の鑑定を，岩田圭示博

士にはコノドント・放散虫化石の写真を提供していただし、た.さらに， フイツ

ション・トラック年代の測定は北海道教育大学函館分校の雁沢好博博士に，分

析は新潟大学の宮下純夫博士にお願いした.北海道大学の川村信人博士および

東北大学の土谷信高博士には野外調査にご協力いただし、た.

また，当所の庄谷幸夫専門研究員には調査の一部を担当していただし、た.本

報告に用いた岩石薄片の作製は当所の戸間替修一氏によって行われた.

上記の方々に深く感謝する次第である.

I 位置および交通

「大平山」図幅地域は北海道の南西部渡島半島の基部にあたり，北緯 42°30'

"-'42°40'，東経 140000'"-'140°15' の範囲に位置している.本地域は行政区画上，

後志支庁島牧村・黒松内町，渡島支庁長万部町，槽山支庁今金町・北桧山町に
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属する. この地域はほとんど山地によって占められているため，村落は全くな

く，二・三の温泉地に旅館が各々 1 軒づつあるにすぎない.

図幅内の主な交通路は，主要河川ぞいに開設された林道があるだけである.

また，現在ほぽ図幅の中央部を縦断するように，泊)11から利別川に至る道道を

開設中である.

II 地形

大平山図幅の地域は主として山地からなるが，北西部の千走川に低地，南東

部のピリカベツ川に河岸段丘が小規模に見られるにすぎない.さらに賀老原野

は標高 400m前後の台地となっている.また，北西部を中心に地すべり地形が認

められ，スナフジ沼をはじめとする沼が形成されていることもある.

本地域の切峰面図を第 1 図に示す.

本図幅内最高峰の大平山(海抜 1190.6m) をはじめ，メップ岳(海抜 1147

2m) ・カニカン岳(海抜 980.7 m) および長万部岳(海抜 972.4 m) などの

900---1100mの山々が中央から南部に連なり，山地を形成している.また，開析

が著しく，非常に急峻な山岳地形となっている所もある.この山地地域は先第

三紀堆積岩類や花崩岩類および新第三紀の火山岩類などから構成されている.

河岸段丘はピリカベツ川流域に分布し， 180m 前後の面を形成している.

賀老原野は狩場山の溶岩によって形成された台地状の地形となっており，南

から北に向かつて傾斜している.

地すべり地形は新第三系の分布域に多く，賀老原野の北方やスナフジ沼の周

辺を中心にほぼ全域に認められる.

低地は千走川の下流域などに形成され，現河川堆積物によって構成されてい

る.

本図幅内の水系は中央部の山地が支庁界となり，それぞれ分水嶺により 4 分

される.北側には千走川・泊 )11 ・大平川および折川などの河川が北流し，それ

ぞれ北隣の「寿都」図幅内で日本海に注いでいる.また，南側では利別川の源

流があり， ピリカベツ )11 ・チ・ュウシベツ川・下ハカイマップ川・種川・目名川

および真駒内川などが南流し，南隣「今金」図幅内で利別川に合流し日本海に
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4km

第 1 図 切峰面図とリニアメント図

注いでいる.さらに，東側では二股川が東隣の「長万部」図幅内で長万部川と

合流後太平洋に注ぎ，一方，黒松内川・賀老川および添別川が北東隣「歌棄」

図幅内で朱太川と合流し日本海に注いでいる.

III 地質概説

本図幅地域は東北日本のいわゆる"グリーンタフ地域"の北方延長部にあたる.

本地域は先第三紀堆積岩類の泊川層群とこれに貫入している白亜紀の花崩岩

類を基盤として，これらを不整合に覆い，新第三紀中新世~鮮新世に属する堆

積岩類および火山岩類が広く発達する. さらに，その上位には鮮新世~完新世
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のカスベ岳溶岩・狩場山溶岩・段丘堆積物および沖積層が分布している.

本地域の地質層序は第 1 表に示す通りであり，周辺との対比表を第 2 表に示

してある.また，それらの分布および地質構造の概要を第 2 図に示す.

泊川層群は本図幅の主に中央部および南部に分布し，金山川層およびガロ沢

川層に大別される.また，主に南部地域では花崩岩類の貫入によって熱変成を

受け，ホルンフエノレスや結品質石灰岩などに変わっている.

花崩岩類は本図幅地域では主に南部に広く分布し，さらに南隣「今金」図幅

に連続し，今金岩体と総称されている(佐藤・白幡， 1965). 主な岩相は黒雲母

花崩岩~花崩閃緑岩・黒雲母角閃石花崩閃緑岩なとで，一部ベグマタイトや半

花崩岩が認められる.

新第三系は下位よりマス川層・司"縫層・大平川層・メップ沢層・八雲層・上

ハカイマップ川層および黒松内層よりなっている.

マス川層は本図幅地域に標識的に発達する地層で，新第三系の最下位を占め

て，本図幅の中央~西部に分布する.本層は下位の先第三紀堆積岩類および花

崩岩類を不整合に覆い，主に凝灰角礁岩・溶結凝灰岩・安山岩溶岩および凝灰

質砂岩などからなる.本層の上部には植物化石を産し，岩相上は松前地域に分

布する福山層に類似するが， フイツション・トラック年代からは吉岡期に対比

されるものと考えられる.

訓縫層は本函幅南東部から南東隣「国縫」図幅に標識的に発達する地層であ

る.本層は基底部に喋岩層を持ち，主に下位の花崩岩類を不整合に覆い，一部

マス川層も不整合に覆っているのが確認される.本層は一般に砂岩および泥岩

を主とし，下部では砂岩，中部では暗灰色泥岩，上部では緑色凝灰岩からなり，

最上部には所により玄武岩質凝灰角礁岩が認められる.

大平川層は北隣「寿都」図幅に標識的に発達する地層で，その南方延長が本

図幅の北東部に分布している.基底部に喋岩層を持ち，下位の先第三紀の堆積

岩類を不整合に覆っている.上部は緑色凝灰岩を主体としている.

メップ沢層は本図幅地域に標識的に発達する地層で，図幅の西部に分布して

いる.本層は主にマス川層を不整合に覆い，その基底部には礁岩が発達し，その

上位では泥岩が認められる.また，淡緑色凝灰角磯岩を主体とし，その中に安山

岩溶岩及び玄武岩質枕状溶岩も確認される.本層は概ね八雲層に対比される.
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第 1 表模式柱状図

時代 層 序 層厚(m) 石山 相 備 考

第 完新世 沖積層 礁・砂・泥

四
段丘堆積物 礁・砂・泥更

新
ト、

紀 狩場山溶岩 複輝石角閃石石英安山岩溶岩 狩場山火山の活動

世 ド一一~、一一一

カスベ岳溶岩 複輝石安山岩溶岩

トー八一一一一 ハヘF ハ八

鮮
上上 泥岩

;部 複輝石安山岩溶岩
安山岩質

新 J7I 周園 10ハ川U 安山岩質ハイアログラスタイト
ハイアロ

黒松内層

←1250 十
10リo 十 シル卜岩

クラスタ
凝灰岩

世 川層7 I~層ゐ即 凝灰質砂岩
イト

新
磯岩

川町 真駒内川花崩岩類の活動

八雲層 1000
硬質頁岩(一部凝灰岩をはさむ)

玄武岩質ハイアログラスタイト 玄武岩質

第 メ ト一一一「ー 枕状溶岩
Maki) 旧制 chi 伽II

海域の拡大
中目

訓 上部 主層川 層上部
7ッ. 町一+宮山

-安山岩

凝灰岩 溶岩・凝

れ調吊園 マI
玄武岩質凝灰 凝灰角礁岩 灰角礁岩

角礁岩 凝灰質砂岩. -泥岩・

日 磯岩

層 L層 凝灰岩

新
っ ←一一 礁岩・砂岩 ト一一一一一一一一一

縫 500L
トーー… ~

紀 却圃出T屈即
1200+ 泥岩

(砂岩を

伴う)

世
ト一一一

帽届 層下部
アノレコース質

砂岩 貝化石

砂岩・喋岩

マ ス 川層 1500+
凝灰岩・凝灰質砂岩・変質安山岩溶岩・凝灰角

植物化石
礁岩・溶結凝灰岩・含黒雲母流紋岩質凝灰岩

亜紀白 黒雲母花岡岩~花崩閃緑岩
花筒岩類のit!:入

花崩岩 類
黒雲母角閃石花崩閃緑岩

(熱変成作用)

後期ラジー 前期亜紀内
泊 400

ハイアログラスタイト・玄武岩溶岩 放散虫化石
ガロ沢 川層 ~

含チャート石灰岩礁凝灰岩

)II
1400+

紀
層 コノドント化石砂岩・頁岩

(三一部畳後紀期 ) 群
金山)I|層 110ハ0+

(チャート・磯岩をはさむ) 放散虫化石
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σコ

第 2 表 本図幅と周辺地域との対比
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八雲層は本図幅地域の南方「遊楽部岳」図幅の遊楽部川沿いを模式地とし，

西南北海道では広く分布している地層で，いわゆる"硬質頁岩"で特徴づけら

れる海成層である.本層は主として硬質頁岩および泥岩からなり，凝灰岩およ

び砂質凝灰岩をはさんでいる.本層中にはMakiyama chitanii(MAKIYAMA)

を普遍的に産する.また，一部玄武岩質ハイアロクラスタイトを伴っているこ

ともある.本層は下位の訓縫層および、大平川層をほぼ整合的に覆っている.

上ハカイマップ川層は本図幅地域に標識的に発達する地層で，図幅南側に局

所的に分布しており，その分布は南隣「今金」図幅に延長している.本層は基

底部に礁岩を伴い，下位層を不整合に覆っている.上部層は安山岩質ハイアロ

クラスタイトからなり，一部泥岩をはさんでいる.本層は黒松内層に対比され

るものと推定されるが，分布が局所的であるため，詳細は不明である.

黒松内層は本図幅地域の北東，黒松内町市街地付近に模式的に発達する地層

で，その延長が本図幅内の北東部などで局部的に確認される.本層はシルト岩

および凝灰岩のほかに黒松内岳周辺などに安山岩質ハイアロクラスタイト・安

山岩溶岩が認められる.下位の八雲層とは整合関係である.

新第三系最上部~第四系はカスベ岳溶岩や狩場山溶岩などの陸成溶岩類と主

要河川に小規模に発達する段丘堆積物および沖積層からなっている.

IV 上部ジュラ系および下部白亜系(一部上部三畳系)

本図幅地域の上部ジュラ系および下部白亜系(一部上部三畳系〉は，泊川層

群である.本地域は，北海道の中生界地体構造区分で、は渡島帯 (OKADA ， 1983)

に属し，東北日本の北部北上帯の北方延長部とみなされる.本図幅地域の上部

ジュラ系および下部白亜系は，白亜紀花嵐岩類とともに新第三系の基盤を構成

している.

本図幅地域に先第三系 (r 古生層 J) が分布することは，鉱床調査などにより

古くから知られており，明治 24 年の「北海道鉱床調査報文 J (西山， 189 1)に

もその分布が示されている.その後，岩相構成や分布については， 10 万分の l

地質図幅(矢島・陸 JII ， 1939) や各種資源調査(松村， 1957; 成田・五十嵐，

1969;通商産業省， 1979 など〉により，その概要が明らかにされた.また，こ
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れらの地層の時代は，長万部地域で発見された石灰岩中のサンゴ(?)化石か

ら中部古生代(橋本・島田， 1960)，および島牧地域で発見された六射サンゴや

石灰藻化石から中生代(橋本・猪郷， 1962;HASHIMOTOandIGO, 1962) と考

えられていた.田近ほか (1984) は，島牧地域のチャートや珪質頁岩からジュ

ラ紀~白亜紀前期型の放散虫化石，および三畳紀後期のコノドントや放散虫化

石を報告し，岩相構成とその産状から泊川層群の堆積場を議論した.川村ほか

(1986) は，本図幅地域を含む渡島半島の中古生層についての研究を総括し，

造構場について考察している.それらによれば，泊川層群は，ジュラ紀末期('""白

亜紀初期〉におけるユーラシア縁辺部におけるプレート収束域(海溝~前弧〉

で形成された地質体で、ある.

IV.l 泊川層群

命名 田近ほか(1984).

模式地 島牧村泊川中流部の峡谷.

分布 大平山周辺の島牧村泊川，大平川，千走川，およびその南方延長部の

今金町カニカン岳周辺.また， この図幅では，長万部町長万部岳から二股温泉

にかけての地域(長万部岳地域〉や今金町種川上流地域に分布する先第三系に

ついても岩相が類似することから本層群に含めた.

本層群は，おもに頁岩の卓越する砂岩頁岩互層と暗灰色チャートからなる金

山川層と，緑色岩類・石灰岩 4 チャートを主とするガロ沢川層の 2 つの岩相ユ

ニットに区分される.なお，田近ほか(1984) は，両層について層序区分とし

て定義しているが，本図幅で、は岩相区分のための単位として使用している.

本層群を構成する各岩相は，花崩岩類の周辺では貫入による接触変成作用を

こうむっていることが多く，特に，利別川や種川の上流地域では著しい.泥質

岩中には，一般にフレーク状黒雲母が形成され，径 6mmに達する紅柱石やコー

ディエライト(ピナイト化している〉の斑状変晶が形成されていることもある.

また，チャートは，再結晶して石英(最大径 5mm) を主とする等粒状組織を示

すホルンフェルスとなっている.
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IV.1.1 金山川層 (Tk， eh, Is)

命名 田近ほか(1 984).

模式地金山川から泊川林道金山川橋下流に至る地域.

分布 金山川周辺および泊川上流，千走川流域.

本層は，頁岩・砂岩頁岩互層および層状チャートを主とし，石灰岩礁を含む

玄武岩質凝灰岩，粗粒~中粒砂岩，礁岩を伴う.

模式地では(第 3 図)，本層は頁岩および頁岩優勢砂岩互層を主体とし，見か

けの中位には，厚い層状チャートが発達する(第 4 図).頁岩砂岩互層には，厚

さ 10'""'-'30 em以下の暗灰色ないし暗緑色チャートをひんぱんに挟む.また，厚さ

10 数mの淡緑色層状チャート層や，石灰岩礁を含む玄武岩質凝灰岩の薄層を挟

むことがある.比較的砂岩の厚い部分では級化層理がみられることがある.層

状チャート層は，暗灰色ないし暗緑色(まれに赤色〉を呈する厚さ 10 em 前後の

チャート単層よりなり，小摺曲がしばしば発達する.金山川では，これらに厚

さ 10 数m以下の含石灰岩礁玄武岩質凝灰岩や石灰岩を挟む.

河鹿温泉上流の泊川沿いや，泊川支流の小金井沢・ヒヤミズ沢上流に分布す

る金山川層は，砂岩頁岩互層が主体であり，礁岩，砂岩および厚さ数 10m の暗

緑色層状チャートを挟む.千走川流域に分布する金山川層は，頁岩優勢砂岩互

層・層状チャート・塊状砂岩・礁岩などからなり，スランプ摺曲および含礁頁

岩など，乱堆積構造が発達する.

種川地域の金山川層は，頁岩がちの砂岩頁岩互層およびチャートからなる.

長万部岳地域では，同じく頁岩がちの互層からなり，砂岩，礁岩および石灰岩

レンズを伴う. この両地域では，花崩岩類の貫入のためホルンフェルス化して

第 4 図

金山川層の頁岩砂岩互層，および

チャートの露頭

(泊)I[峡谷の林道)
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m

。 第 5 図

砂岩(疎岩)・頁岩互層にみられる堆

積構造

泊川峡谷上流部の金山川層

いることが多い.

金山川層の互層部を構成する砂岩・喋岩および頁岩の単位層には，級化層理・

平行葉理・コンボリュート葉理などの内部堆積構造が良く発達し，タービダイ

トとしての特徴を備えている(第 5 図).礁岩中の礁はほとんどが細礁ないし中

礁サイズのチャート・珪質頁岩・頁岩であり，礁形は亜円礁・円礁である.砂

岩は長石質アレナイトに分類されるもの(第 6 図)で，カリ長石(とくに徴斜

長石・パーサイト〕に富んでいる.岩片としては，チャート・珪質頁岩が多く，

他に，粘板岩・花崩岩・酸性火山岩が含まれている.

金山川層の層状チャートは暗灰色~灰色を呈し， コノドントおよび放散虫の

化石が見いだされている.暗緑色チャートの一部には，酸性凝灰岩起源と考え
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第 6 図泊川層群砂岩の石英 (Q) 一長石 (F)- 岩片 (R) ダイアグラム

田近ほか(1 984) による

られるものがある.

層厚模式地付近では全層が逆転しており，下限は不明であるが，見かけ

上の層厚は 1100 m以上で、ある.

IV.1.2 ガロ沢川層 (Tgt， Tgs, Is, ch)

命名田近ほか(1 984).

模式地泊川支流のガロ沢) II から泊川林道ガロ沢川橋周辺に至る地域.

分布 本層はガロ沢 )11 からヒヤミズ沢川上流にかけて広く分布し，また島牧

村の泊川下流カモイ川付近，大平川上流，千走川や今金町のカニカン岳周辺，

チュウシベツ川上流，下ハカイマップ川から種川上流にかけても小規模に分布
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している.長万部町二股温泉から東隣の「長万部」図幅地域の美利河温泉にか

けて分布する先第三系もこれに含まれる.

本層は，緑色岩類，チャート，石灰岩，砂岩，頁岩，およびそれらを礁とし

て含む様々なタイプの礁岩などの多様な岩相よりなり，模式地では石灰岩・

チャート・頁岩を主とする部分 (A部層:田近ほか， 1984，の下部層〉と緑色岩

類・チャートを主とする部分 (B部層:田近ほか， 1984，の上部層〉とに区分さ

れる.しかし，他の地域では区分は困難である.

模式地のガロ沢川層のうち， A部層は河鹿温泉下流からガロ沢川分岐付近ま

で分布し，石灰岩，赤色ないし暗緑色層状チャート，および石灰岩・チャート

礁を含む玄武岩質凝灰岩を主体とし，黒色頁岩・チャート互層を伴う.石灰岩

の大部分は後述する石灰岩礁岩である.B部層は，ガロ沢川中下流部に分布し，

ハイアロクラスタイトや玄武岩質枕状溶岩などの緑色岩類，赤色および緑色層

状チャートを主とし，石灰岩と少量の頁岩，砂岩を伴う.大平川支流のヒヤミ

ズ沢川にはこの地層の北方延長部が分布する.なお，地質図には狭い範囲しか

表現していないが，佐藤(1987) によれば，大平山南峰から南西に延びる尾根

部には石灰岩が広く分布するとしている.

泊川下流に分布するガロ沢川層は，主に石灰岩，石灰岩礁やチャート礁を含

む玄武岩質凝灰岩やハイアロクラスタイトよりなり，少量のチャート・頁岩・

砂岩を挟在する(第 3 図). この地域のガロ沢川層にはマンガン鉱床が確認され

ている.大平川上流に孤立して分布する本層は，模式地の北方延長部に位置し，

塊状溶岩やハイアロクラスタイトなどの緑色岩類およびチャート層と，砂岩頁

岩互層よりなる.また，緑色岩層は石灰岩を礁として含む.砂岩頁岩互層は，

厚さ 10 数emの中粒砂岩と頁岩よりなる頁岩優勢砂岩互層から，砂岩単層の厚

さが増し頁岩の厚さが減少するとし、う上方粗粒化・厚層化ユニットをしめす.

今金町から長万部町にかけて分布するガロ沢川層は，一般にホルンフェルス

化が著しく岩相の詳細は不明であるが，種川流域のものは，含石灰岩礁玄武岩

質細粒火山砕屑岩を主としている.チュウシベツ川流域では石灰岩が比較的多

い.利別川上流やカニカン岳下のベタヌ川ではチャートや緑色岩類が多く，一

股一美利河温泉地域には，石灰岩や石灰岩礁を含む緑色岩類が多い.
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〈緑色岩類〉

玄武岩質の枕状・塊状 (massive) 溶岩，ハイアロクラスタイト，凝灰岩より

なる.量的にはハイアロクラスタイト・凝灰岩が圧倒的に多い.溶岩は，大平

川上流およびガロ沢川にみられる.大平川上流のものは塊状(massive) を呈し，

ハイアロクラスタイトとの関係は不明である.ガロ沢川や，ベタヌ川，利別川

上流では転石として， Close-pack した枕状溶岩が見られる(第 7 図).枕状溶岩

には，枕と枕を埋める物質として，灰白色石灰岩を伴う.放射状節理は不明瞭

であるが，枕の横断面方向で、は柱状節理に富む.発泡度は非常に良く，内核部

に最大 12mm，平均 4~6mm程度の気泡が発達している. これらは鏡下では，

ピロタキシティックないしインターサータル組織を呈する玄武岩質岩で，斑

晶・石基の輝石は，ほぼ完全に線泥石や不透明鉱物に置換され，その仮像を残

すのみである(第 8 図).また，石基の斜長石はアルバイトや方解石に置換され

ており，ほとんど初生的な組成を残していない.花崩閃緑岩の周辺では，フレー

ク状のアクチノ閃石，緑レン石，黒雲母が形成されている.第 3 表に，玄武岩

第 7 図

ガロ沢川層の枕状溶岩

(ガロ沢川中流の転石〉

第 8 図

玄武岩の顕徴鏡写真(下方ニコノレ〉

横1. 2mm

(大平川中流〉
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第 3 表泊川層群玄武岩の全岩化学組成

91903 92001

Si02 48.75 49.56

Ti02 2.42 2.10

Al203 15.24 19.69

Fe203 2.94 4.80

FeO 9.72 6.64

恥inO 0.23 0.23

MgO 3.40 4.48

CaO 5.77 6.42

Na20 3.84 2.63

K20 2.59 1.39

P20s 1.34 0.60

Ig.Loss 3.85

H20C+) 1.41

H20C-) 0.19

Total 100.09 100.14

CFe203+FeO)/MgO

3.72 2.55

Na20+K20 6.43 3.97

91903:泊川下流(分析:宮下純夫)

92001:大平林道(分析:野外科学制〉

の全岩化学組成をしめす. Na20+K20. Ti0 2および P205 に比較的富み，海洋

プレート内に出現するアルカリ玄武岩の組成によく似ている(第 9 図).ハイア

ロクラスタイトと呼んだものは，径数 mm から数 10em に及ぶ\淘汰不良の枕状

溶岩の破片(亜角擦ないし角喋)からなるピローフラグメントブレッチャで，

基質は玄武岩質の細粒砕屑物である. これには様々な量比で亜角礁ないし不定

形の石灰岩礁を含む(第 10 図).ハイアログラスタイトの多くは塊状 (massive)

であるが，やや細粒のものには正級化層理や正一逆級化層理が観察される.ま

た，石灰岩礁の多い部分と少ない部分が成層する.以上のような産状から，泊

川層群のハイアロクラスタイト(ピロープラグメントブレッチャ〉の多くは，

枕状溶岩や石灰岩からなる海山の山体が崩壊し，土石流や混濁流として二次的

に移動・堆積したものと考えられる.凝灰岩と呼ぶものは細粒の玄武岩質火山

砕屑岩であり，シルトないし砂サイズの玄武岩片からなる.これにも石灰岩礁

を含むことが多い.一般に淡緑色を呈し，鏡下では，変質した火山ガラス片・

スコリア状の玄武岩片が認められる.
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第 9 図泊川層群玄武岩の化学組成(川村ほか， 1986)

(a) (Na20+K20)-Si02 図.アルカリ岩一非アルカリ岩境界は

MIYASHIRO (1 978) による. (b)Ti0 2-P 205図.組成領域は

RHODES(1973)~こよる. OFB;oceanfloorbasalt , OIA;ocean

islandalkalinebasalt. (c)Ti-P-Mn 図.判別区分は， MULLEN

(1 983) による. lAT;islandarctholeiiteCAB:calcalkaline

basalt. 他は (b) に同じ.

第 10 図

ハイアロクラスタイト(ピロープ

レッチャ〉

ヒヤミズ沢川の転石
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〈石灰岩〉

石灰岩礁岩，成層したミクライト質石灰岩，および塊状 (massive) ミクライ

ト質石灰岩よりなる.再結晶して白色の結晶質石灰岩となっているため，原岩

の組織が不明瞭な場合も多いが，量的には石灰岩礁岩が圧倒的に多い.石灰岩

礁岩は，最大径数 10emの様々な径をもっ淘汰不良の石灰岩亜円礁ないし亜角

礁よりなり(大部分は変形作用によりつぶれ，レンズ~パンド状に見える)，基

質の特徴から大きく 2 タイプに分けられる.第 1 のタイプは細粒石灰質砕屑物

を基質とするもので，しばしば礁と礁の聞にスタイロライト組織が発達する(第

11 図).このような石灰岩礁岩は，礁支持組織を示し，弱し、成層構造が発達した

り，チャネル構造を示したりすることが多い(第 12 図).第 2 のタイプは，玄

武岩質凝灰岩を基質とするもので，多くは基質支持である.礁が著しく淘汰不

良であることなどから， これらは先に述べたノ、イアロクラスタイトと同様に土

石流などによって堆積したものと考えられる.石灰岩礁岩を構成する礁は，石

灰藻，六射サンゴなどの生砕物 (bioclast) を含むミクライト・ノミイオミクライ

ト・バイオミクルーダイトが多い.また，異質礁として，灰白色チャートの亜

角礁や玄武岩の角礁を含む.塊状 (massive)石灰岩は，泊川下流のカモイ沢付

近などで見られる. 30m前後の厚さをもつが，連続性は乏しいため，ハイアロ

グラスタイト中に含まれる巨大な礁の可能性が強い.成層したミクライト質石

灰岩は，大平川で認められ，淡赤色および白色の石灰岩が 5 "-'15em の厚さでリ

ズミカルに成層するが，側方連続性はない.以上のように本地域の石灰岩は喋

岩ないし喋(巨大な岩塊〉として， これもまた二次的に再堆積したと考えられ

る緑色岩類や堆積岩類の中に挟まれている.

第 11 図

石灰岩礁岩

礁がつぶれている e: チャート.

(ヒヤミズ沢 JII)
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石灰岩礁岩

玄武岩質凝灰岩

第 12 図 石灰岩礁岩の基底のチャネル構造

(ヒヤミズ沢川〉

第 13 図 ザクロ石・緑レン石スカルンの顕微鏡写真

(左;下方，右;直交ニコル〉横1.2mm G: ザクロ石， Ep:

緑レン石(金山川合流付近〉

花崩岩類の周辺では石灰質岩は熱変成を受け，数 em のザクロ石ができている

こともある.一方，泥質岩と石灰質岩の境界ではザクロ石や緑レン石が形成さ

れており，鏡下ではザクロ石にはしばしば異方性や累帯構造が認められる.緑

レン石は光学的性質からビスタサイトである(第 13 図).
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〈チャート〉

赤色ないし暗緑色を呈する層状チャートを主とし，角喋状のチャートも認め

られる.赤色チャートがしばしば角礁として砂岩に含まれ，一部は砂岩基質の

角疎岩となっている. ヒヤミズ沢川では層状チャートが破壊し次第に角礁岩に

なっていくようすが観察される. このような産状から，赤色チャートの一部も

陸源砕屑岩中の異質岩塊であるとみられる.また，上述の石灰岩礁岩と同様の

産状を示すチャート礁主体の礁岩も認められる.このチャート磯岩の礁は，灰

色チャートからなり，赤色チャートは含まれていない.

〈砂岩〉

一般に淡紅色ないし灰白色を呈する粗粒から中粒の砂岩で，ときには径数 10

emにおよぶ赤色チャート・頁岩の角礁を含む.鏡下では石英・長石類に富むア

ルコース質砂岩で，金山川層のそれに比して組粒で，岩片量の多い長石質ない

し石質アレナイトである(第 6 図，第 14 図).石英は波動消光を示すものが多

く，他に多結晶や融食形を示すものがある.長石類はパーサイト・徴斜長石に

富む.岩片は花崩岩・酸性火山岩・同凝灰岩・粘板岩・ホルンフェルス・放散

虫チャート・珪質頁岩・塩基性火山岩などからなり，他に，有色鉱物として，

黒雲母・緑レン石・普通角閃石などを含む.円磨度は良くない.

層厚 本層は金山川層の構造的な上位に発達することが多く，模式地では，

1400m以上，泊川下流地域では 400m 以上で、ある.

第 14 図

ガロ沢川層砂岩の顕徴鏡写真

(直交ニコル〉横 4mm

Q: 石英， v: 酸性火山岩片， G: 花

崩岩片
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IV.1.3 産出化石と対比

橋本・猪郷 (962) は泊川流域の石灰岩より，第 4 表に示した大型化石の産出

を報告し，それまで古生代と考えられていた泊川層群の時代を，中生代(ジュ

ラ紀以降)としている.また，二股温泉地域からは中期石炭紀の四方サン F ゴ

Diphyphyllum に似た化石が報告されている(橋本・島田， 1960). その後，中野

ほか 0979 MS) や湊 (978) により，泊川下流のガロ沢川層塊状 (massive)

第 4 表泊川層群石灰岩産大型化石リスト

Hikorokodiumsp.

Mia ゅorella sp.

Montlivaltia?sp.

Thecosmiliasp.

Thamnasteria?sp.

(橋本・猪郷， 1962)

第 5 表泊川層群から報告されているコノドント化石

SPE一C一I一E一S一一一一一一一 -一一 L一O一CALITY CH

*16I17I20I21

Cy少ridodella sp. 。 。 。

Chirodellasp. 。

Prioniodellasp. 。 。 。

Gradiogondolellasp. 。 。 。

Hindeodellaspp. 。 。

Di plododell ，αμ trae-viridis (HUCKERIEDE) 。 。 。

D sp. 。 。

Xaniognatussp. 。 。

Neogondolellanodosa(RAYASH!) 。

N. ρolygnath i/ormis (BUDROV&STEFANOV) 。 。

Epigondolellaabneptis(RUCKERIEDE) 。 。

E bidentataMOSHER 。

(田近ほか， 1984) (*:中野ほか， 1979)
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第 6 表泊川層群の放散虫化石

ぷよー〈ケ CH17KNlFT2FT3F02KM1OB19

Triassocampespp. 。

Syringoc a，ρsa ?sp. 。

Archaeo ゆong o.ρnenum cf. comj うactum 。

Tri; ρocyclia sp. 。

Eucy げidium ?sp. 。

Parvicingula?sp. 。 。

Hsuum?sp. 。

Parahsuum?sp. 。 。

Lithocamj うe ?sp. 。 。

Sethoca ρsa cf.cetia 。 。

Tricoloca ρ'sa? sp. 。 。

Miri/usussp. 。

Archaeodictyomitrasp. 。

Eucyrtissp. 。

Paron αella sp. 。

Cnecella?sp. 。

Pseudodictyomitrasp. 。

Dictyomitrasp. 。

Cyrthocapsasp. 。

(田近ほか， 1984)

石灰岩から，第 5 表に示した三畳紀後期を示すコノドント化石が発見されてい

る.田近ほか(1 984) はいくつかの地点でコノドントおよび放散虫化石を報告

した.以下，それにもとづいて述べる(第 6 表).

金山川層に属する千走川流域の暗灰色層状チャート (CH-16 ， 17 ， 20 ， 21)から

はNeogondolella polygnath 約rmis ， N. nodosa, Epigondolellaabn ゆtis などの

コノドント化石 ， Triassoca m，ρe spp. などの放散虫化石が得られた(第 I 図版).

これらのコノドント化石は三畳紀後期 (Carnian) を示す.金山川の北隣の小沢

の転石〈赤色チャート， KN l)からは多量の海綿骨針とともに，少量の Hsuum?
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sp. などのジュラ紀後期を示すと考えられる放散虫化石が得られた.

泊川林道のガロ沢川層頁岩 (KM1 ， F02) には，ジュラ紀後期から白亜紀初

期を示すものと推定される Sethocゆsa d.eet; 切などが含まれる.大平川林道

の赤色チャート (OB19) からは Miri/usus sp. , Eucyrtissp. などが含まれる.

Miri/usus 属の生存期間はジュラ紀中期から白亜紀前期前半であり，このチャー

トにはこれまでのところ典型的なジュラ紀型放散虫化石は含まれていないの

で，むしろ白亜紀初期 (Berriasian'"'-' Valanginian) を示す可能性が強い.

以上のように，ガロ沢川層はジュラ紀後期から白亜紀初期にわたる地層と考

えられる.三畳紀後期のコノドント化石を産する塊状 (massive) 石灰岩は産状

からみて，石灰岩礁岩あるいは凝灰岩中のブロックと考えられる.一方，金山

川層はジュラ紀後期型放散虫化石が転石から得られていることなどから，主に

ジュラ紀後期に堆積した地層と考えられる.三畳紀後期を示すコノドント化石

を含む暗灰色チャートが異地性岩塊であるのか，千走川流域の金山川層全体が

三畳紀後期の地層であるのかについては今後の検討が必要である. しかし，周

囲の砂岩・頁岩の産状からみて，異地性岩塊である可能性が強い.

渡島半島南部の上磯層群や戸井層の一部は，岩相および挟在する石灰岩から

の産出化石(吉田・青木， 1972) に本層群との共通性が認められ，本層群と対

比される可能性がある.

IV.1. 4 地質構造

泊川流域および大平川流域の泊川層群は，大局的には NNE-SSW の走向で，

45'"'-'85
0

NW側に傾斜した同斜摺曲状の構造をなしている.砂岩の級化構造か

ら判定すると，ガロ沢川中流からヒヤミズ沢川中流にかけて転倒向斜軸が，一

方，第三系との境をなす泊川断層付近の泊川流域には転倒背斜軸の存在が，そ

れぞれ推定される.更に，地層の走向にほぼ平行な断層による地層のくりかえ

しが推定される.泊川層群は，二股地域やベタヌ川上流でNW-SEの走向を示

すほかは，他の地域でもほぼ同様な構造をとっている.

泊川層群のチャートや砂岩には数mオーダーの波長の非対称な摺曲構造が認

められることがある.

本層群を構成する各岩相， とくに頁岩，石灰岩礁岩，緑色岩類には層理にほ
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ぼ平行する剥離面を持つスレートへき開が発達しており，礁質岩の場合には礁

がひきのばされ， レンズ~バンド状の形をしていることが多い.

V 花商岩類および時代未詳貫入岩

v.1 花闘岩類

本花崩岩類は先新第三紀泊川層群中に遊入する完品質深成岩で，泊川層群と

ともに本図幅地域の基盤を構成し，利別川~種川地域に広範囲にわたって分布

している.さらに，泊川流域の金山川付近にも小岩体として分布している.

本花崩岩類はおもに黒雲母角閃石花崩閃緑岩および黒雲母花崩岩~花崩閃緑

岩からなっており，一部変質していることもある.なお，両者の関係は野外で

は確認できなかった.また，泊)I I層群中にも小規模な岩脈として貫入しており，

種川流域で、は一部数 mm の電気石を伴っていることがある(第 15 図).このほか

図幅には表現していないが，幅数 em--- 数mのアプライトおよびベグマタイト脈

が認められる.さらに，利別川の上流泊川層群と断層で接する付近において，

N600E75°NW の走向・傾斜で幅 13em の含輝水鉛鉱石英脈も確認された.

種川流域では，黒雲母角閃石花嵐閃緑岩中に比較的流理構造が発達しており，

本岩体の構造は下流側ではほぼ北傾斜であり，上流側では直立していることか

ら，この地域では南側に開いた半漏斗状の構造と推定される.しかし，利別川

第 15 図 電気石を伴う花嵐岩類と黒雲母ホルンフェルスの顕徴鏡写真

(左;下方，右;直交ニコル). To: 電気石， Bi:黒雲母.

横1. 2mm. (種川下流付近)
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第 7 表花崩岩類の化学組成およびノルム組成

1 2 3 4 5 6

Si02 65.98 66.46 61.27 66.82 69."80 72.52

Ti02 0.28 0.31 0.50 tr. 0.20 0.12

A1203 15.43 15.25 16.49 15.17 14.52 13.90

Fe203 1.04 0.69 1.21 0.83 0.69 0.87

FeO 3.42 3.85 4.93 5.45 2.86 1.95

MnO 0.18 0.14 0.25 0.30 0.20 0.14

MgO 1.86 1.88 2.88 1.88 1.20 0.66

CaO 3.90 4.84 6.89 3.87 2.76 2.46

Na20 3.04 3.01 2.93 3.84 2.43 3.04

K20 4.03 3.09 1.77 1.06 3.53 3.55

P205 0.07 0.06 0.05 tr. 0.05 0.07

H20(+) 0.54 。.40 0.40 0.42 0.64 0.36

H20C 一) 0.19 0.20 0.40 0.28 0.90 0.34

Total 99.96 100.18 99.97 99.92 99.78 99.98

Q 20.04 22.28 16.60 24.83 32.44 33.86

C 0.67 1.80 0.75

Or 23.81 18.26 10.46 6.26 20.86 20.98

Ab 25.72 25.47 24.79 32.49 20.56 25.72

An 16.55 18.97 26.62 19.20 13.37 11.75

0.98 1.94 3.02

0.45 0.83 1.44

Fs 0.52 1.11 1.54

Hy ノ、ttlL/EFsn 4.18 3.85 5.73 4.68 2.99 1.64

4.78 5.14 6.15 9.88 4.72 2.92

Mt 1.51 1.00 1.75 1.20 1.00 1.26

II 0.53 0.59 0.95 0.38 0.23

Ap 0.16 0.14 0.12 0.12 0.16

Total 99.23 99.58 99.17 99.22 98.24 99.28

1 今金町種川上流(佐藤・白幡， 1965)

2: が か上流付近( 庁 >

3: グ 利別川中流付近( が )

4 II 美利河(地質調査所， 1959)

5: か 茶屋川下流(佐藤・白幡， 1965)

6:庁 が付近( が >
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流域では全く不明であるため，全体の構造はわからない.また久保ほか(1983)

は，黒雲母のへき開面の湾曲や波動消光等から晶出後の変形を推定している.

この岩体の花崩岩類の化学組成は，すでに地質調査所(1959) および佐藤・

白幡(1965) によって報告されている.それらの分析値および、新たに行ったノ

ルム計算の結果を第 7 表に示した.

母岩の泊川層群の頁岩は熱変成により，黒雲母ホルンフェルスとなっており，

一部紅柱石・コーディエライト・白雲母・ザクロ石なども認められる.一方，

石灰岩はほとんど結晶質石灰岩となっており，泊川流域ではザクロ石・緑レン

石などのスカルン鉱物が多数認められる.

この岩体は，マス川層の含黒雲母流紋岩質凝灰岩~凝灰角喋岩および司II縫層

の下部層の礁岩によって不整合に覆われている.

この岩体の黒雲母角閃石花崩閃緑岩中の黒雲母を用いて，すでにK-Ar法で、

放射性年代の測定が行われている.その結果， 124Ma(河野・植田， 1966) と

報告され，白亜紀に固結したと考えられている.

v.1.1 黒雲母角閃石花嗣閃緑岩 (Gd)

本岩は花崩岩類の主岩相をなすもので，種川を中心に利別川や泊川にも分布

している.黒雲母や角閃石が一様に点在する細粒~中粒優白質の均質な岩石で

ある.有色鉱物としては角閃石・黒雲母が認められ，それらの量比は大きく変

第 16 図 黒雲母角閃石花崩閃緑岩の顕微鏡写真

(左;下方，右;直交ニコノレ). Ho; 角閃石， Bi; 黒雲母， Q;

石英， PI;斜長石.横 3mm. (種川中流〉
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第 17 図

ジルコンによる黒雲母中の多色性ハ

ロー

(下方ニコノレ)Bi;黒雲母， Ho; 角

閃石.横 3mm. (利別川中流〉

化する.

鏡下では，おもに斜長石・石英・カリ長石・角閃石および黒雲母よりなり，

少量の隣灰石・不透明鉱物・ジルコンなどを伴う(第 16 図).斜長石は自形~半

自形，長径 1~4mmで，累帯構造や双晶が認められる.石英は半自形~他形で，

長径 lmm前後，波動消光を示す.カリ長石は他形で，他の鉱物の粒聞を埋め，

パーサイト構造が認められることもある.また，長石類は絹雲母化しているこ

ともある.角閃石は自形~半白形，長径 O.4~ 3mmで，黒雲母は白形~半白形，

長径 0.5'""'-' 2mmで，いずれも変質して緑泥石が生じている.さらに，黒雲母中

にはジルコンによる多色性ハローが認められる(第 17 図).

v.1.2 黒雲母花岡岩および花闘閃緑岩 (Gr)

本岩は利別川，茶屋川およびニセイベツ川上流などに分布し，中粒~粗粒優

白質の均質な岩石で，比較的大きなカリ長石に富むため，特徴的にピンク色と

なっている.有色鉱物はおもに黒雲母で，少量の角閃石を伴っていることもあ

る.

鏡下では，おもにカリ長石・石英・黒雲母・斜長石からなり，少量の角閃石・

白雲母・隣灰石・ジルコンおよび不透明鉱物を伴っている.カリ長石は半白形

~他形で，長径 lcm以上になっていることもあり，しばしばパーサイト構造が

発達している(第 18 図).石英は他形，長径 lmm前後で，特徴的に波動消光を

示す.黒雲母は自形~半白形，長径 2------4mmで，一部変質して緑泥石が生じて

いる.斜長石は自形~半白形で，累帯構造や双晶が認められる.また， ミノレメ

カイト構造も認められた.
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第 18 図

黒雲母花崩岩中のパーサイト構造

(直交ニコル).横 3mm.

(利別川中流)

V.2 時代未詳貫入岩 (Gm)

本貫入岩は白亜紀の花崩岩類に貫入する半完晶質岩で，利別川と蝦夷川の合

流点付近に局所的に分布する.貫入時期は不明であるため，時代未詳貫入岩と

して取り扱った.

岩質は花崩閃緑斑岩で，幅 O.5mで、ほぽ東西方向に貫入している.鏡下におい

て，斜長石および黒雲母の斑晶が認められ，石基として黒雲母・斜長石および

少量の石英・磁鉄鉱が認められる.また，一部黒雲母が緑泥石に，斜長石は方

解石に変質している.

VI 新第三系

本地域の新第三系は，マス川層・訓縫層・大平川層・メップ沢層・八雲層・

上ハカイマップ)11層および黒松内層からなる.また，これらはし、くつかの部層

に分けられる.

この地域の層序は第 1 表に，周辺地域との対比を第 2 表に示しである.

VI.1 マス川層

命名北海道開発局(1 97 7).

模式地 図幅中央部マス) II ，泊川上流域およびその周辺地域.

分布 泊川上流のマス)1/，マナタキ沢および千走川上流の二股川や中の沢な

ど.

岩栢 本層は火砕岩を主体とし，一部変質安山岩溶岩や凝灰質砂岩などがあ

- 28-



る.各々の岩相はほぼ整合的である.

〈含黒雲母流紋岩質凝灰岩~凝灰角礁岩> CMr)

この岩相は図幅南西部埼玉川および南東部の利別川に局所的に分布する.い

ずれもマス川層の主分布域から離れており，模式地のマス川層との関係は不明

であるが，利別川・ニセイベツ川およびピリカベツ川では上位の訓縫層の基底

礁岩中に礁として多量に含まれていることから，本図幅で、はマス川層として取

り扱った.

この岩椙は灰白色の凝灰岩~凝灰角喋岩で，数 mm の黒雲母を含有し，流紋岩

質である.また，一部 5cm 程度のチャート礁を含むこともある.

〈溶結凝灰岩> CMw)

主に泊川流域に分布し，灰緑色~淡緑色の溶結凝灰岩である.濃緑色の偏平

なパッチが葉片状に並んでおり，節理が発達している所もある.本岩相中には

強溶結部と弱溶結部があり，漸移的に凝灰角磯岩に移化している.また，本岩

中の礁として頁岩やチャートなどの先新第三紀堆積岩類や変質安山岩などが認

められる(第 19 図).

第 8 表 マス川層溶結凝灰岩のフィッション・トラック年代(雁沢博士測定〉

S~~J 口ele CtX/Nc1ms062> (tX/Nc1mi062> (n〉〈/φc1m0日2> Ns/Ni くWTIa> く恥Efa> N '7s (ppIJm >

2.26(1333) 5.01(2951) 0.844 0.45 15.1 1.2 21 0.85 297
1.82(1905) 3.69(3853) 0.923 0.49 17.2 1.4 33 0.85 200

Ns: 自発核分裂トラック密度 Ni: 誘発核分裂トラック梼度，

cf>:熱中性子 7 ノレエンス， 標準ガラス (962 a) のトラック密度: 1.28X105 (4080).

T: 年代 E: 誤差 N: 結晶粒子数， 加;自発核分裂トラック出現率，

u: ウラン含有量， ξ値: 480.1. ()内は実測数

1 ・泊川(泊川断層付近): 2 泊川 ヒヤミズ沢合流点

第四図

マス川層の溶結凝灰岩の顕徴鏡写真

(下方ニコノレ).横 1.2mm.

(泊川中流〉
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泊川の中流部の本岩相を用いてフィッション・トラック年代を測定した.そ

の結果は第 8 表に示されている.

〈凝灰角磯岩> CMb)

マス川層の主体を構成する岩相で淡緑色~緑色の凝灰角磯岩を主体とし，

部凝灰岩および泥岩を挟んでいる.凝灰角喋岩中には先新第三紀堆積岩類の角

礁が大部分を占め，一部変質安山岩の角礁も認められる.礁径は最大 50cm 前後

で分級は非常に悪い.

〈変質安山岩溶岩> CMa)

本溶岩はおもに泊川およびカモイ川に分布し，淡緑色~緑色の変質安山岩で

ある.一部自破砕状の構造を示すこともある.鏡下では強く変質し，斜長石は

曹長石化や絹雲母化し，有色鉱物は緑泥石化している.また，石基中にも絹雲

母，茶色の粘土鉱物 C?) や二次石英が認められる(第 20 図).

〈凝灰岩および凝灰質砂岩> CMt)

灰緑色~灰白色で粗粒~細粒の凝灰岩および凝灰質砂岩で，一部 2 ........， 3mm

のピソライト(火山豆石〉や緑色のパッチを含むこともある.また，千走川支

流二股川では凝灰質砂岩中に植物化石を含んでいる.

層厚 断層で切られることが多いため詳細は不明で、あるが，最も厚い所では

1,500m以上に達するものと推定される.

化石 千走川水系の二股川上流において，凝灰質砂岩中に第 9 表に示した植

物化石が見いだされた.

層序関係 本層は先新第三系堆積岩類および花崩岩類を不整合に覆っている.

地質構造 本層は溶岩および火砕岩を主体としているため，構造はあまり明

第 20 図

マス川層の安山岩溶岩の顕微鏡写真

(直交ニコル).横 1.2mm.

(マス川中流〉
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第 9 表 マス川層中の植物化石

Acersp.d. meg; ωarnarum TANAI& SUZUKI

Alnussp.d.tsudaeHUZIOKA

Carpin 附 sp. d. mi o.均時 ~iana HU& CHANEY

(鑑定:棚井敏雅北海道大学名誉教授〉

白ではない.しかし，コイクチノ沢では NW-SE の走向で傾斜は約 30
0

Wを示す

ほかは，概ね走向は NE-SW で傾斜は 20~500SE を示す.

対比 本層はフイツション・トラック年代および岩相などから道南の標準層

序の福山層~吉岡層に対比されるものと推定される.

VI.2 訓縫層

命名長尾・佐々 0933 b).

模式地本図幅内ピリカベツ川および南東隣「国縫」図幅内の長万部町国縫

周辺地域.

分布 図幅の南東部ピリカベツ川，ニセイベツ川および利別川にかけての地

域に分布する.

岩相 本層は砂岩・泥岩および凝灰岩を主体とし，礁岩・凝灰角礁岩を伴っ

ている.本層は下位より下部層，中部層および上部層に分けられる.各々の関

係は整合漸移である.

下部層

本部層は訪 II縫層の最下部をしめ，先新第三紀堆積岩類，白亜紀花崩岩類およ

びマス川層を不整合に覆っている.

本部層は礁岩および砂岩層を主体とし，一部アルコース質砂岩を伴っている.

〈喋岩および砂岩) (Kuc)

礁岩は本図幅地域では白亜紀花崩岩類および、マス川層を，さらに東隣の「長

万部」図幅内では先新第三紀堆積岩類を覆っている(久保ほか， 1983).

利別川では花崩岩類およびマス川層を覆い，最大 1m 前後の亜門礁からなっ

ている(第 21 図).また，ニセイベツ川では上部において径 30cm の礁岩~組粒

砂岩まで変化し，上方細粒化の級化構造が認められる.しかし，その下部では

分級が非常に悪く，花崩岩類との境界にアルコース質粗粒砂岩を伴っている(第
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第 21 図

訓縫層の基底礁岩

1m を越える巨礁が認められる. (利

別川中流ベタヌ JII との合流付近〉

22 図).水品川では石炭を含む泥岩層を挟んでいる.

礁種は花崩岩類，先新第三紀堆積岩類，マス川層の流紋岩質凝灰岩および変

質安山岩などである.

〈砂岩> (Kus)

下部層の主要構成岩相で，利別川からピリカベツ川にかけて分布し，淡緑色

~灰緑色の砂岩からなり，一般に凝灰質で泥岩を伴う.また，砂岩泥岩の互層

をなすこともある.粒度は細粒~粗粒まで変化するが，中~細粒砂岩が多い.

30cm

第 22 図 訓縫層の不整合露頭のスケッチ

1:黒雲母花崩岩， 2~4: 訓縫層. 2: アル

コース質組粒砂岩， 3 :喋岩(花崩岩礁主体)，

4: 礁岩(流紋岩質凝灰岩礁主体).

(ニセイベツ川上流〉
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この中に厚さ 5 r-....-50em のアルコース質砂岩の薄層を挟むこともある.

本岩相中に貝化石が産する.

〈アルコース質砂岩) (Kua)

アルコース質砂岩はニセイベツ川の中流および利別川に認められ，砂岩層中

のー岩相である. この中には花崩岩類・チャート・ホルンフェルス・変質安山

岩などの礁を含むこともある.また， カキ貝化石の破片が見いだされる.

中部層 (Kum)

本部層はピリカベツ川にのみ分布し，主として暗灰~灰色の泥岩からなり，

砂岩を伴う.泥岩は無層理で，石灰質ノジュールが認められる.また，砂岩は

中粒~細粒砂岩である.

この中に Mak かama chitanii(MAKIYAMA) が散点状に認められるが，貝化

石は産出していない.

上部層

本部層は訓縫層の上部を占め，凝灰岩および玄武岩質凝灰角礁岩からなって

いる.

〈凝灰岩) (Kut)

凝灰岩はピリカベツ川および利別 JII 沿いに分布し，緑色~淡緑色の凝灰岩を

主とし，砂岩および、シルト岩を伴う.緑色凝灰岩は塊状や級化構造の発達する

部分などがある.砂岩は緑色の組粒砂岩で，凝灰質である.また，厚さ1. 5m 程

度のシルト岩が凝灰岩中に挟まれている.

〈玄武岩質凝灰角磯岩) (Kub)

ニセイベツ川および利別川にかけて分布し，暗緑色~灰褐色の玄武岩質凝灰

角喋岩で凝灰岩を伴う.本岩相はピリカ型マンガン鉱床の下盤を形成している

(松井ほか， 1955).

層厚 ピリカベツ川では 1 ， 200 m以上，また利別川では約 500mで、ある.

化石 水品川に分布する下部層の砂岩中に貝化石が認められる.本層中には，

BLOW (1 969) のN.8 と N.9 の境界があるとされている(高橋ほか， 1980).

層序関係 本層は先新第三紀堆積岩類，花崩岩類および、マスハ i層を不整合に

覆っている.

地質構造本層は主に花崩岩類の南東側に発達し，走向は NE-SW の方向が
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卓越し，傾斜はSE方向となっている.

対比本層は「寿都」図幅の大平川層(鈴木ほか， 1981)および一部「原歌

および狩場山」図幅のイワナ沢層(山岸・黒沢， 1987)に対比される.

VI.3 大平川層

命名 鈴木ほか(1 98 1)および道南グリーン・タフ団体研究グループ(1 984).

模式地北隣「寿都」図幅内の大平川中流域.

分布 図幅北部の大平川流域および長万部町二股川流域にかけて分布してい

る.

岩相 本層は軽石質凝灰岩・凝灰角喋岩および凝灰質砂岩を主体とし，下部

は礁岩および砂岩からなっている.本層は下部層と上部層に二分され，両者は

整合漸移関係である.

下部層 (Oe)

本部層は大平川の中流および大平山周辺の山稜部に分布する.本地域に分布

する大平川層の最下部を占め，先新第三系を不整合に覆っている.

本部層は礁岩および砂岩からなり，一部凝灰質砂岩を伴っている.

喋岩は主に先新第三系起源の粘板岩・チャートなどの角礁~亜角礁からなり，

礁径は通常 10 em~15 em で，時には 1m を超えるものも認められる.砂岩は淡

緑色の粗粒砂岩で，一部で灰白色の凝灰質砂岩も認められる.また，下部から

上部に向かつてしだし、に細粒相となっている.

上部層 (at)

本部層は大平川の上流部および二股川の上流部に分布する.主な岩相は凝灰

岩，凝灰角礁岩および凝灰質砂岩などからなる.

凝灰岩は本部層の大部分を占め，緑色~淡緑色で塊状 (massive) や板状など

種々の様相を呈し，時には級化構造も認められることがある.この中に厚さ 5

em 前後の灰色の、泥岩を挟むこともある.凝灰角磯岩は異質礁を含み，凝灰質砂

岩は淡緑色~灰色を呈し粗粒である.

層厚 上限または下限のいずれかが断層で接しているため不明で、あるが，二

股川では 1200 m以上，大平川の中流では約 400mとなっている.

化石 本層中には化石は認められていないが，本図幅の北隣「寿都J 図幅内
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で下部層中より Patinopecten (Mizuhoρecten) kobむlamaiなどの貝化石が報告

されている(道南グリーン・タフ団体研究グループ， 1984).

層序関係 大平川では，下位層である先新第三系とアパット不整合の関係で

接しているのが観察される.また，二股温泉付近では断層関係であると推定さ

れる

地質構造 本層は主に先新第三紀堆積岩類の上位および周囲に発達し，走向

はNW-SE 方向が卓越し，傾斜は SE 方向となっている.

対比本層はその分布が東隣の「長万部」図幅に連続すること(久保ほか，

1983) および岩相から訓縫層に対比される.

VI.4 メップ沢層

命名北海道開発局(1977).

模式地 図幅内南西部のメップ沢から種川流域.

分布 本図幅の南西部種川から左股川にかけての地域に分布している.

岩相 本層は凝灰角喋岩を主体とし，一部泥岩・礁岩を伴っている.また，

安山岩溶岩を挟むことがあり，虎石川においては局所的に玄武岩質の枕状溶岩

が認められる.

〈泥岩および磯岩> (Mem)

メップ沢層の最下部を占め，黒色の泥岩および瞭岩からなる.泊川の上流部

では，数 mの安山岩および流紋岩の礁からなる礁岩があり，その上位に黒色泥

岩，さらに泥岩一凝灰岩互層となっている.

〈凝灰角礁岩> (Meb)

本層の主体をなし，主に淡緑色~緑色の凝灰角礁岩からなり，一部粗粒凝灰

岩~火山喋凝灰岩を挟んでいることもある.礁は変質安山岩・花崩岩類などか

らなり，機径は場所によって変化が大きく最大 1m を越えることもある.

〈安山岩溶岩> (Mea)

本岩はおもに埼玉川および左股川に分布し，淡緑色~青緑色の変質安山岩溶

岩で，自破砕状構造を示すこともある.鏡下の観察では斜長石は炭酸塩化，絹

雲母化および曹長石化し，有色鉱物は緑泥石化している.石基は斜長石とガラ

スが変質した茶色の粘土鉱物 (7) からなっている.
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〈玄武岩質枕状溶岩> (Mep)

虎石川の上流に分布し，玄武岩質の枕状溶岩を主体とし，一部淡緑色の玄武

岩質ハイアロクラスタイトも認められ， YAMAGISHI(979) による (A) およ

び(B) タイプがある.枕状溶岩は 70cm~lm の直径で，外側の 1 ~ 2cm には

急冷層が認められる(第 23 図).また，ハイアロクラスタイト中に含まれてい

る玄武岩の破片は 30cm 前後が多く，中には 1m となることもある.さらに，部

分的に粗粒の砂岩の破片を含んでいることもある.鏡下においては，溶岩はガ

ス孔が発達し一部粘土鉱物で充填されていることもある.また，斑晶はほとん

ど斜長石からなっている(第 24 図).

層厚 貫入岩や断層のため詳細は不明であるが，埼玉川では 250 m以上と推

定される.

化石 本層は化石に乏しいが，黒色の泥岩中からAcmaea sp. ,Cyclammina

sp. の貝化石，有孔虫化石および、Sagaritesがすで、に報告されている(北海道開

発局， 1977).

層序関係 本層は主にマス川層を不整合に覆っている.

地質構造概ね分布域の北側では南傾斜，東側では西傾斜，西側では東傾斜，

第 23 図 玄武岩質枕状溶岩の産状(虎石川上流〉
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第 24 図

玄武岩質枕状溶岩の顕微鏡写真

(直交ニコル).横 3mm.

(虎石川上流〉

南側では北傾斜となっており，小規模な盆状構造を呈している.また，分布が

「原歌・狩場山」図幅に連続する南西部では南傾斜となっており，真駒内川花

崩岩類を取り囲むような構造となっている.

対比 本層は分布が連続することから， I原歌・狩場山」図幅のイワナ沢層お

よび真駒内川火砕岩層に対比される.

VI.5 八雲層

命名長尾・佐々(1 933 b).

模式地八雲町上八雲付近，遊楽部川流域.

分布 本図幅北東部の添別川から大平川上流にかけての地域および北西部の

千走川下流域に分布している.

岩相 本層は硬質頁岩および泥岩を主体とし，凝灰岩を挟んでいる.また，

九助川では玄武岩質ハイアロクラスタイトを伴っている.

〈硬質頁岩および泥岩> (Ys)

硬質頁岩および泥岩は暗灰~灰色を呈し，黒松内川では貫入岩の熱によって，

その周囲では黒色になっている. これらには径約 10 cm~ 1mの球状~紡錘状

のマールが多数含まれており，また幅数 10cmの角礁岩脈が認められることが

ある.

く凝灰岩および凝灰質砂岩> (Yt)

これらは主に図幅の北西部で認められ，淡緑色~緑色の粗粒凝灰岩および凝

灰質砂岩で，厚さ 10cm~ 数mで、硬質頁岩および泥岩中に挟まれている.折川で

はその連続が数 km にわたって確認される.
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〈玄武岩質ハイアロクラスタイト> (Yh)

おもに千走川支流の九助川に分布し，淡緑色の玄武岩質ハイアログラスタイ

トで， YAMAGISHI (1 979) による (B) タイプに相当する.角礁は粒径 20cm

前後の玄武岩の破片のみからなっており，外側に急冷層が認めらる(第 25 図).

またマトリックスの量比は，多い部分からほとんどない部分まで変化している

が，上位のものほどマトリックスが多く，粒径が小さくなる傾向がある.鏡下

では，有色鉱物は変質して緑泥石化しており，石基部分は粘土化やゼオライト

化している.しかし，斜長石は多少曹長石化しているが，比較的新鮮である(第

26 図).

層厚黒松内川では約 1000 m となっている.

化石本層中にはしばしば Makiyama chitanii(MAKIYAMA) が認められ

る.また，有孔虫化石 (Cyclammina sp. と思われる〉や貝化石も見い出される

ことがある.

層序関係 本層は下位の訓縫層および大平川層を整合に覆い，さらに先新第

第 25 図

玄武岩質ハイアロクラスタイト

(九助川中流〉

第 26 図

玄武岩質ハイアロクラスタイトの顕

微鏡写真(下方ニコル〉

横 1.2mm.

(九助川中流〉
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三系および、マス川層を不整合に覆っている.

地質構造 本図幅地域の北西側においてNW-SE方向に背斜軸および向斜軸

が認められる.

対比本層はその分布が連続し，岩相が一致することから「寿都」図幅の折

川層に対比される.

VI.6 上ハカイマップ川層

命名新称

従来，北海道開発局(1977) はメップ沢層の中部層としていたが， メップ沢

層を不整合に覆っていることが判明したため，新称とした.

模式地上ハカイマップ川および上赤ひげJII 流域.

分布 図幅南部，上ハカイマップ)11 から上赤ひげ川流域および金山川周辺地

域に分布している.

岩相 本層は磯岩を主体とする下部層と安山岩質ハイアログラスタイトを主

体とし，泥岩を挟む上部層に二分される.両者の関係は整合となっている.

下部層

本部層はおもに上ハカイマップ川および金山川の尾根部に分布し，瞭岩より

なっている.

〈磯岩> (Khe)

おもに径数 em 程度の円礁からなる円礁岩で，稀に礁径は 10 em 程度になるこ

ともある.礁はおもに花崩岩類や泊川層群からなり，安山岩の礁を含むことも

ある.その上位に凝灰角蝶岩を伴っている.

上部層

本部層は上ハカイマップ川および上赤ひげ川に分布し，おもに安山岩質ハイ

アロクラスタイトからなり，泥岩を挟んでいる.

〈安山岩質ハイアロクラスタイ卜> (Kha)

本岩は安山岩質ハイアログラスタイトを主体に，一部エピクラスティックな

火山角礁岩を挟む.ハイアロクラスタイトは角礁を主体とする (B) タイプ

(YAMAGISHI, 1979) である.
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〈泥岩> (Khm)

本岩は幅数 10m の挟みとして分布し，灰色の泥岩を主体とし，一部細粒凝灰

岩や凝灰質砂岩との互層となっていることもある.

層厚模式地では上限が不明のため詳細はわからないが，種川鉱山付近では

100m 前後と推定される.

化石泥岩を挟んでいるが，化石は見出されていない.

層序関係 メップ沢層をはじめ，下位の地層を不整合に覆っている.

地質構造 本層は走向および傾斜があまり一定していないが，緩傾斜で概ね

南傾斜となっている.

対比 本層は化石を産出せず，かっその分布も局所的であることから，対比

は困難である. しかし，挟まれている泥岩が黒松内層の泥岩に似ていること，

またメップ沢層を不整合に覆っていることから，黒松内層に対比されるものと

考えられる.

VI.7 黒松内層

命名長尾・佐々 0933 a).

模式地 隣接する「長万部」・「歌棄」図幅内の黒松内町市街地南東方朱太川

流域.

分布 本図幅北東部の黒松内岳周辺地域を中心に，一部北西部の幌内川流域

および第二九助川上流でも小規模に分布している.

岩相 本層はシルト岩を主体とし凝灰岩を伴っている.しかし黒松内岳周

辺および幌内川流域では小規模の安山岩質ハイアロクラスタイトおよび溶岩が

分布しており，局所的に火成活動が行われたことが推定される.

〈凝灰岩> (Kt)

第二九助川に分布し，八雲層の硬質頁岩を整合に覆っているのが確認される.

本岩は粗粒の凝灰岩を主体とし，厚さ 1cm 程度の細粒凝灰岩を挟んで、いる.ま

た，厚さ 2m の凝灰岩を挟む凝灰角礁岩も認められ，一部軽石質凝灰岩となって

いることもある. これらの岩相中にはラミナや逆級化層理が認められたり，凝

灰岩と凝灰質砂岩が互層することもある.
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〈シルト岩> (Ks)

本岩は黒松内町の賀老川に小規模に分布し，灰~暗灰色のシルト岩を主体と

し，一部泥岩を挟んだり，シルト岩と砂岩凝灰岩が互層することがある.

〈安山岩質ハイアロクラスタイト> (Kb)

黒松内岳付近および幌内川上流に分布し，数 em の安山岩の破片を含有したノ、

イアログラスタイトからなっており， YAMAGISHI (1 979) による (B) タイプ

に相当する.

〈複輝石安山岩溶岩> (Ka)

黒松内岳の頂上付近に分布し，やや多孔質の複輝石安山岩で，前述の安山岩

質ハイアロクラスタイトと同質である.鏡下では，斜長石・単斜輝石および斜

方輝石の斑晶が認められる.斜方輝石は単斜輝石に縁どられたり，包含されて

いることもある(第 27 図).

層厚第二九助川では約 100m ，黒松内町の賀老川では 250m 以上となって

いる.

化石 シルト岩が分布しているが，本調査では化石は発見できなかった.

層序関係 第二九助川および、黒松内町の賀老川では八雲層を整合に覆ってい

る.

地質構造 黒松内町の賀老川では， 15~50 。で概ね東側に，第二九助川では 20°

前後で西側に傾斜する単斜構造を示している.利別川流域では本層は向斜の軸

第 27 図 複輝石安山岩の顕徴鏡写真(左;下方，右;直交ニコノレ〉

横 3mm. Opx: 斜方輝石， Cpx: 単斜輝石， PI: 斜長石.

(黒松内岳山頂)
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部を構成している.

対比 本層はその分布の連続性や岩相から「寿都」図幅の永豊層および「原

歌・狩場山」図幅の小田西川層に対比される.また，本層の複輝石安山岩溶岩

は，久保ほか(1983) の黒松内岳火山岩類， 7.7 士1. 7MaC久保ほか， 1988) の

一部と同岩質で，分布も連続している.

VII 真駒内川花崩岩類 (Gp)

命名改称

北海道開発局(1 97 7)および山岸・黒沢(1 987) による真駒内川完品質岩に

相当する. しかし，花崩閃緑岩を主体とした種々の花崩岩相から構成されてい

るため改称した.

模式地 真駒内川上流から目名 JII にかけた地域.

分布 本図幅西部の真駒内川上流およびその周辺地域から西隣の「原歌・狩

第 28 図

文象斑岩の顕微鏡写真

(直交ニコル).横 3mm.

(クマノ沢上流〉

第 29 図

細粒および粗粒花崩閃緑岩混合相

(真駒内川上流〉
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第 30 図

細粒および組粒花崩閃緑岩混合相の

顕微鏡写真

(直交ニコル).横 1.lmm.

(真駒内川上流〉

場山」図幅にかけて，東西約 4 km，南北約 5 kmのほぼ円形に分布している.

岩相 花崩閃緑岩・石英閃緑岩・文象斑岩(第 28 図〉・石英斑岩および閃緑

岩などから構成されている.岩相変化は著しいが，岩体のほぼ中心部を占める

細粒および粗粒の花崩閃緑岩が複雑に、混在した混合相(第 29 図〉を主体とし，

その外側に文象斑岩相，さらに石英閃緑岩相が分布する累帯構造が確認されて

いる(北海道開発局， 1977).

野外の観察ではしばしば変質を受けており，肉眼でも晶洞中に数 mm の緑レ

ン石が認められることがある.鏡下においては，特徴的にミルメカイト構造が

発達し，角閃石・斜長石・石英・ジルコン・燐灰石および磁鉄鉱が認められる.

角閃石は半白形で，変質して緑泥石や緑レン石(ビスタサイト〉に変わってい

ることがある(第 30 図).斜長石は半自形で，曹長石化・炭酸塩化しているこ

とが多い.石英は他形で，他の鉱物の聞を充填している.また，ジルコン・燐

灰石および磁鉄鉱は自形~半白形で少量確認される.

層序関係 本岩はマス川層・安山岩 I ・メップ沢層および泊川層群に貫入し，

それぞれに熱変成を与えており， メップ沢層以降に活動したものと推定されて

いる(北海道開発局， 1977).
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VIII 貫入岩類

本図幅地域に分布する真駒内川花崩岩類以外の新第三紀貫入岩類には，粗粒

玄武岩・安山岩 II ・ I ·石英斑岩・石英安山岩および流紋岩がある.

V盟. 1 粗粒玄武岩 (Do)

粗粒玄武岩は本図幅の東部に分布し，花崩岩類・訓縫層・八雲層および黒松

内層に貫入している.また，黒松内川上流域には最大幅 Sm程度で，八雲層およ

び安山岩 I 中に約 10 本貫入しているのが確認されるが，小規模のため本図幅で、

は表現していない.

鏡下では，斜長石・単斜輝石の斑晶が認められ，石基は短冊状の斜長石とガ

ラスからなっている.少量の磁鉄鉱も含まれる.変質を受けていることが多く，

緑泥石や炭酸塩鉱物ができていることもある.また，ガラスは変質し，褐色の

粘土鉱物(?)となっている(第 31 図).

V1H.2 安山岩 II (A2)

安山岩II は本図幅の下ハカイマッフ。川上流に分布し，マス川層およびメップ

沢層に貫入している.

岩質は玄武岩質安山岩で，鏡下では斑晶として斜方輝石・単斜輝石および斜

長石が認められ，石基は斜長石とガラスからなる.一般に，後に述べる安山岩

I が単斜輝石に富むのに対し，本岩は斜方輝石に富んでいる.また，一部杏仁

状構造も認められ，粘土鉱物や炭酸塩鉱物が充填している.

第 31 図

粗粒玄武岩の顕徴鏡写真

(下方ニコノレ).横 1.2mm.

(黒松内町賀老川中流〉
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vm.3 安山岩 I (AI)

安山岩 I は本図幅の全体にわたって分布しているが，特にメップ岳周辺には

広く分布している.本岩はマス川層，訓縫層， メップ沢層および八雲層中に貫

入し，真駒内川花崩岩類に貫入され，熱変成を受けていることがある(北海道

開発局， 1977).

岩質は複輝石安山岩および輝石安山岩で，変質しているものからほとんど未

変質のものまである.鏡下では，斑晶として単斜輝石・斜方輝石および斜長石

が認められるが，有色鉱物は単斜輝石のみのこともある.また，石基はガラス

と斜長石からなっている. この他に少量の磁鉄鉱も含まれている.さらに，変

質によって，輝石類は緑泥石化，斜長石は絹雲母化・炭酸塩化している.

vm.4 石英斑岩 (Qp)

石英斑岩はマナタキ沢の上流域においてメップ沢層の凝灰角礁岩中に貫入し

ている.

岩質は黒雲母石英斑岩で，鏡下では斑品として石英が認められ，石基は微小

石英と変質の結果生じた粘土鉱物(?)の集合から構成されている.石英は 1

-....-2mm で、融食されている.また，有色鉱物はほとんど変質している.

vm.5 石英安山岩 (Da)

石英安山岩岩脈は黒松内川北方において，ほぼ東西方向に八雲層の泥岩中に

貫入しているのが確認される.本岩脈がさらに安山岩 I によって貫入されてい

るのが確認されている.

岩質は角閃石石英安山岩で，鏡下では斑晶として角閃石・斜長石および少量

の石英からなり，この他にジルコンや磁鉄鉱も認められる.全体として多少変

質し，角閃石は緑泥石に，斜長石は曹長石化，炭酸塩化している.
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V皿· 6 流紋岩 CRy)

流紋岩は主に千走川流域・神威山および長万部岳の周辺に分布し，泊川層群

および、マス川層などにおもに岩脈状に貫入しているのが認められる.

岩質は黒雲母流紋岩および角閃石流紋岩で，一般に流理構造が発達している.

鏡下では，一般に斑晶に乏しいが，石英・白雲母・黒雲母および角閃石が認め

られることもある.また，石英は半白形で融食されており，石基は流理構造を

示していることが多い.また，斜長石は曹長石化，炭酸塩化している(第 32 図).

第 32 図

流紋岩の顕微鏡写真

(下方ニコノレ).横 3mm.

Q: 石英， Bi: 黒雲母.

(泊川下流の尾根付近〉

IX 新第三系最上部~第四系

本図幅地域に分布する新第三系最上部~第四系はカスベ岳溶岩，狩場山溶岩

などの陸成溶岩類と主要河川に小規模に発達する段丘堆積物および沖積層があ

る.なお，他に地すべり堆積物(応用地質の項参照〉が分布するが，地質図に

は表現していない.

IX.l 力スべ岳溶岩 (Ksv)

命名北海道開発局(1 977).

模式地 西隣「原歌および狩場山」図幅内カスベ岳山頂付近.

分布 露頭は確認できなかったが，図幅南西部の目名一ノ沢において転石が

認められることから，西隣「原歌および狩場山」図幅から連続しているものと

思われる.
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岩相 黒色ガラス質の安山岩で，斑晶として斜長石・斜方輝石および単斜輝

石などが認められる.

層序関係 真駒内川花崩岩類を不整合に覆うものと考えられる(山岸・黒沢，

1987).

IX.2 狩場山溶岩 (Ka l)

命名 山岸・黒沢(1 98 7).

模式地 西隣「原歌および狩場山」図幅内の東狩場山および賀老の滝.

分布 図幅北西部の賀老原野から千走温泉付近に分布している.

岩相 暗灰色の石英安山岩からなり，斑品として角閃石・斜方輝石・単斜輝

石・斜長石および石英が認められ(第 33 図)，一部黒雲母および、かんらん石も

認められることがある.

層序関係泊川層群・マス川層・八雲層・黒松内層および流紋岩岩脈などを

不整合に覆っている. KANEOKA, etal. (1987) は噴出年代を 0.25 Ma と報告し

ている.

IX.3 段丘堆積物 (t)

この段丘はピリカベツ川流域において，海抜 160'"'-'200 mの平坦面を形成して

いる.段丘堆積物の厚さは 2'"'-'3m で，主として礁層よりなり，砂層および泥層

を伴っている.

第 33 図

狩場山溶岩の顕微鏡写真

(下方ニコル).横 3mm.

Q: 石英， Opx: 斜方輝石， Cpx: 単

斜輝石， PI: 斜長石.

(賀老原野の賀老付近〉
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IX.4 沖積層 (a)

沖積層は現河床堆積物からなる.主に千走川下流域に広く発達し，一部二股

川においても認められる.堆積物はそれぞれの河川流域の地質を反映した磯・

砂および泥からなっている.

X 応用地質

本図幅地域は古くから鉱床地帯として知られ，特にカニカン岳周辺には，松

前藩時代に金を採掘したといわれている坑口跡がある.また，明治時代以降で

は層状マンガン鉱床を始め，銅鉛亜鉛硫化鉄を含有する鉱脈型鉱床の探鉱・開

発がさかんに行われた.さらに，泊川には石灰石鉱床，大平山の山頂付近には

小規模な石炭層が分布している.

温泉は千走川・二股・大峰・黄金および河鹿の 5 カ所が知られている.前三

者には各々 1 軒の旅館が営業しているが，後二者には簡単な露天風呂が設置さ

れているにすぎない.

このほかに，本図幅地域には 104 ヵ所において地すべり地形が確認され，そ

の分布は八雲層の硬質頁岩および泥岩分布域に多い.

X. 1 金・銀

この地域での金鉱床の発見は古いが，大規模なものは発見されていない.

種川(三受金山)鉱山(松井ほか， 1955)

位置 瀬棚郡今金町種川にあり，メツプ岳の南東約 7km に位置している.

沿革 最初の発見は不明であるが， 1932 年吉田春吉ほかが鉱区を設定し，後

志金山と呼んだ.その後昭和鉱業株式会社をへて， 1949 年太平鉱業株式会社に

より，種川鉱山として探鉱がなされたが， 1952 年休山した.図幅調査当時には

小杉六郎により探鉱されていたが，現在は休山中である.

鉱床および鉱石鉱床は泊川層群中では脈状や網状，新第三紀の上ハカイ

マップ川層の礁岩中では，網状または鉱染状で、ある.また，地表付近では残留

鉱床状を呈し自然金を産する.鉱床は大きく露天掘地区，井戸掘地区，大沢二
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号坑，初沢地区に分かれる.

主な鉱物は自然金の他に黄鉄鉱・石英が認められており，大沢二号坑では，

粘土中に自然金にともなって紫水晶・鋭錐石・ジルコンが見い出されている.

生産量生産された金量などは不明である.

忠志別鉱山(成田ほか， 1965)

カニカン岳の西方約 1km に位置している.鉱床は埋没しており，詳細は不明

である.旧坑口付近では泊川層群のホルンフェルスを母岩として東西系の石英

脈が認められる.また，忠志別川の上流で，含金銀硫枇鉄鉱石英脈の転石が認

められている.

x.2 鍋・鉛 e 3£鉛・硫化鉄

この地域に分布する銅・鉛・亜鉛・硫化鉄鉱床は，ほとんど鉱脈型鉱床より

なり，特に真駒内川花崩岩類の周辺に発達している.一方，泊川中流において

白亜紀花崩岩類の周囲にはスカルン鉱床の存在も知られている.

今金鉱山(高畠， 1950; 松井ほか， 1955; 成田， 1964: 成田ほか， 1965)

位置瀬棚郡今金町にあり，メップ岳の南方約 2.5km の左股 )11 上流に位置し

ている.

沿革鉱山付近の鉱床探査は松前藩時代すで、に高山彦九郎によって行われ，

その後銅鉱脈・金銀鉱脈の露頭が発見され，大正年間採鉱が進められた.

1938 年に鉱区が設定され，採掘も行われた.戦後， 1948 年鉛鉱業株式会社に

より 60 t売鉱され， 1953 年太陽鉱業株式会社により神岡鉱山に銅・鉛・亜鉛鉱

として売鉱されたが， 1954 年雪崩の事故により休山した.その後， 1956 年住友

金属鉱業株式会社の鉱区となった.

鉱床および鉱石鉱床は東西 4 km· 南北 4km の地域にわたって 20 数条の鉱

脈からなり(第 34 図)，東部，中央部，西部に分類される.

東部の鉱脈群は主に変質安山岩を母岩とし， 15 号鋪に代表されるように NS

系の良好な鉱脈群となっている.中央部の鉱脈群は， NS 系の鉱脈で，北部では

真駒内川花崩岩類，南部では変質安山岩を母岩とし，全体に鉱石鉱物に乏しい.

西部の鉱脈群はメップ沢層の凝灰角礁岩を母岩とし，不毛石英脈となっている.
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肋 1ih2

〆鉱脈

o 500 1αXJm

第 34 図今金鉱山の鉱脈分布図

(成田ほか， 1965 を修正)
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第 10 表今金鉱山 15 号鎚の鉱石品位

試料番号 Pb% Cu% Zn% Mn% 摘 要

1 4.25 0.55 13.75 0.67 今金鉱山 15 号鍾立入坑から北に 64ril の地点

2 tr 0.45 4.99 1.64 。 70m ク

3 3.07 2.59 15.79 0.33 II 80m II

4 0.71 0.13 4.58 13.28 4シ 90m 'I

5 6.50 2.00 8.14 1.64 。 104m II

6 12.41 1.20 20.77 1.62 。 110m ク

7 0.71 tr 8.14 8.18 ク 124m ク

(成田ほか. 1965)

東部鉱床群の中の 15 号鍋が主な採掘対象となっている. 15 号鍋は走向・傾斜

がN 10-----300W70-----80oSW で，最大脈幅 2m を示し，鎚押し延長で 170m まで確

認されている.

15 号鍋では鉱石鉱物として，方鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱・四面銅鉱・

赤鉄鉱・磁鉄鉱・パラ輝石・菱マンガン鉱があり，この他に，石英・方解石・

緑泥石が認められる.

鉱石の分析値を第 10 表に示す.

生産量昭和 9 および 24-----27 年精鉱中含銅量 15.1 t

昭和 24-----27 年精鉱中含鉛量 395.5 t

24-----27 年精鉱中含亜鉛量 154.5 t

長万部鉱山(松村， 1962; 鈴木ほか. 1967)

位置 山越郡長万部町字双葉にあり，二股温泉の北西約 3km に位置してい

る.

沿革鉱床の発見は昭和初期といわれ，大平川の上流で林道聞きくの際に露

頭が発見された. 1937 年から日本鉱業株式会社が鉱業権者となり， Om 坑，下

50m 坑，下 100 坑の立入坑道を開発し，いずれも着脈した.その後，鉱石運搬

のため二股川上流に下 200m 坑(通洞坑)を掘削したが， 1943 年金山整備令に

よって休山した.戦後，鉛・亜鉛・硫化鉄を対象として再開し，新たに 2 坑を

開坑したが 1972 年再び休山した.

鉱床および鉱石 鉱床は大平川層中の凝灰岩を主要な母岩とする含金銀鉛亜
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鉛硫化鉄石英脈で，主な鉱脈としては本鋪(北本錨・南本錨)と前鍋が確認さ

れている(第 35 図).北本鎚と南本鋪は通洞坑において約 80mの間隔があり，

各々の走向・傾斜は，前者でN 60~80oW 8ooN，後者でN 70
0

W~8ooE 70"'800

N を示し，南本錨が優勢となっており，脈幅は通常 1m 前後で、あるが，局所的

に 5m 程度に肥大することがある.走向延長 700m および傾斜延長 200m が確

認されている.

また，前錨は本鋪の南約 450m 付近にあり，含銅鉛亜鉛マンガン石英脈で，

N800W700N の走向傾斜で， 60m ほど連続が確認され，脈幅は約 1m で，本鋪

と比較して劣勢である.

主な鉱石鉱物は，黄鉄鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄銅鉱・磁硫鉄鉱・斑銅鉱・

100 aJ(J

.......ー~占 ..L

下100m 坑

ぷF
第 35 図長万部鉱山の坑道図

(松村， 1962 を修正〉
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銅藍・白鉄鉱および、菱マンガン鉱で，脈石鉱物として石英・方解石・緑泥石・

絹雲母が認められている.

母岩変質として，緑泥石化・珪化・粘土化・絹雲母化が発達するが，富鉱部

では絹雲母化が顕著となる.

生産量本格的に生産された実績はない.

三恵鉱山(五十嵐， 1962a;北海道開発局， 1977)

位置 島牧郡島牧村字泊地内にあり，泊川の上流に位置する.

沿革 古くから，鉱業権が設定されていたが， 1955 年森本忠雄が鉱業権を得

てから本格的に探鉱が行われ，多くの鉱床群を発見した.その後，三恵鉱山株

式会社が探鉱し，更に同和鉱業株式会社によって探鉱されたが， 1976 年休山し

た.

鉱床および鉱石鉱床はマス川層の凝灰角磯岩を主要とする含金銀銅鉛亜鉛

マンガン硫化鉄石英脈で， EW 系と NE 系の鉱脈が確認されている. EW 系の鉱

脈は主に銅・鉛・車鉛・硫化鉄・マンガンを含有し， NE 系は主に銅・鉛・亜鉛・

硫化鉄を含有する鉱脈となっている.更に，本山地区鉱床，南斜面地区鉱床，

炭マンの沢鉱床に分類される(第 36 図). この中で大規模に探鉱が実施された

のは本山地区のみである.金鉱の沢鉱床は本山地区の中でカ*マ坑・本山 1 坑で，

坑内探鉱が行われ，走向・傾斜は N 300E60~7WNW，脈幅は最大 2.0m (平均

O.8m) で走向延長 70mまで確認されている. この他に炭マン大露頭が確認さ

れている.この露頭は脈幅が 2.5mあり，この地域で最も大規模な露頭となって

いる.

主な鉱物は，黄銅鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄鉄鉱・四面銅鉱・含銀四面銅鉱・

斑銅鉱・銅藍・自然金・硫マンガン鉱・パラ輝石・菱マンガン鉱・硫枇鉄鉱・

硫枇銅鉱が確認され，脈石鉱物として石英・重晶石・方解石がある.

実績本格的採掘は行われていない.
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金鉱の沢上部鉱床 ~'Y

南斜薗地$-

oyA.
j..

内4"..t.宅マン大露 Et

炭マン沢地区 4

区ヨ鉱 脈

。 2k.m

第 36 図三恵鉱山の鉱脈分布図

(五十嵐， 1962a を修正〉

泊川(オープンセサミ)鉱山， (松村， 1957; 斎藤， 1958)

位置 島牧郡島牧村にあり，泊川の中流の金山沢に位置している.

沿革 1953 年に露頭が発見され，その後，オープンセサミ鉱業株式会社によ

り，地表・坑道探鉱が実施されたが 1956 年鉱況不利のため休山した.

鉱床および鉱石 鉱床は泊川層群の緑色岩類およびチャートを母岩とする鉱

脈鉱床と，石灰岩とチャートの接触部付近に存在するスカルン鉱床からなって

いる(第 37 図).鉱脈鉱床は，含銅鉛亜鉛石英脈で，走向傾斜は N 60~70oE

50~6WNW で，三坑道により採鉱され，走向延長約 60m ・傾斜延長約 50m 確認
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o 10 50m
』ーーー」

/鉱脈

スカルン鉱床

第 37 図泊川鉱山の鉱床分布図(等高線の幅は 10m)

(松村， 1957 を修正〉

第 11 表泊川鉱山の鉱石品位

番 子口7 採取個所 Aug/t Agg/t eu% Pb% Zn% {蒋 考

l 上部開玉坑の露頭 tr 162 0.50 54.94 1.35

2 開 玉 坑 0.15 27.63 3.37 脈幅lO cm 平均

3 開 玉 t克 tr 10 石英脈

4 上部開玉坑 4.3 4246 2.88 50.00 0.76 脈幅 4αn

5 音量 導 坑 tr 42 0.09 3.81 39.87 破砕帯 1 m開平均

6 古屋 導 坑 tr 134 0.04 tr 39.78 脈幅 40cm 関

(松村， 1957)

されている.脈幅は平均 20em 程度で，局所的に 40~60 em まで肥大することも

ある.鉱脈の下盤には幅 3~10m の灰白色粘土が伴われている.主な鉱石鉱物

は，閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄鉄鉱・黄銅鉱で，脈石鉱物として，石英・方解石・

絹雲母が認められる.このタイプの鉱石の品位を第 11 表に示す.

スカルン鉱床は，前述の鉱脈鉱床の東方約 150m に位置し，三カ所の露頭が発

見されているが，本格的な採鉱は行われていないため，詳細は不明である.主

な鉱物として，ザ、グロ石・透輝石・アメス緑泥石・ベスブ石・黄鉄鉱・黄銅鉱・

閃亜鉛鉱・方鉛鉱・方解石・珪灰石がある.
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生産量 1956 年約 70 tの鉱石を三菱金属鉱業株式会社へ売鉱した.

x.3 マンガン
本地域に分布するマンガン鉱床は，ほとんどピリカ型マンガン鉱床に属し，

このタイプの北限となっている. この他に，珪酸マンガン鉱床やマンガン土鉱

床も小規模に認められる.

今井島牧鉱山(五十嵐・小松， 1957; 地質調査所， 1967)

位置 島牧郡島牧村字千走にあり，千走川温泉の東方約1. 5km に位置してい

る.

沿革すでに最初の採掘は 1897 年から始まり， 1906 年 ピー・ファブルグラ

ント・エンド・サン合名会社が開発に着手し，一時活況をみたが，鉱量不十分

のため， 1911 年休山した.その後小規模な探鉱が試みられたが，本格的な稼行

に至らず， 1940 年再び休山した.戦後，今井鉱業株式会社の所有となり，探鉱

採掘を行い， 1953 年休山し，現在に至っている.

鉱床および鉱石鉱床はピリカ型マンガン鉱床で凝灰角礁岩を下盤とし，八

雲層の頁岩を上盤とする層状マンガン鉱床である.鉱床の走向・傾斜は， N 30。

E70"NWで，厚さは 35cmとなっている.さらに地表部近くで、は芋マンガンが

認められる.鉱体の下盤で赤鉄鉱が認められている.また，主なマンガン鉱物

として硬マンガン鉱と軟マンガン鉱が確認されている.

鉱石の分析値の例を第 12 表に示した.

第 12 表各マンガン鉱山の鉱石品位

TotalMn 乱1n02 CaO Fe Si02

1 鉱床露頭 54.70 45.85 0.44 0.98 6.46

2 1 号坑採掘跡 57.89 87.84 0.62 1.18 3.78

3 金属鉱 24.96 27.11 1.50 1.08 41.42

4 39.19 1.56 24.50

5 塊鉱 55.93 0.34 2.06

6 粉鉱 30.29 3.69 18.38

1 ， 2; 今井島牧 3 永豊 4 三宝 5 ,6;岩田新島牧
(五十嵐・小松， 1957; 成田ほか， 1965; 五十嵐， 1962b)
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生産量昭和 5 年まで， Mn1638tCMnO291t)

昭和 6 ~28 年まで Mn 37.5% の鉱石を 730 t生産した.

永豊鉱山(五十嵐・小松， 1957; 地質調査所， 1967)

位置 島牧郡島牧村字泊にあり，泊川の左岸山腹約 1km に位置している.

沿革 1899 年頃すでに採掘されていたが，その後休山した. 1935 年頃豊平鉱

山により坑道が開口され 1940 年まで稼行された.その後， 1949 年永豊鉱山株式

会社の所有となり，下部探鉱を実施し，かなり出鉱したが， 1953 年休山し現在

に至っている.

鉱床および鉱石鉱床はピリカ型マンガン鉱床で，大平川層の凝灰岩を下盤

とし，八雲層の頁岩と上盤として匪胎される鉱床は二鉱体(第 1 ・第 2 鉱体と

呼ばれている〉確認されているが，いずれもほぼ地層の走向傾斜に沿っている.

第 1 鉱体は走向延長 120 m・傾斜延長 160m で，第 2 鉱体は走向延長 200m ・傾

斜延長 100m で、厚さはそれぞれ 0.5~2.5m で、ある.鉱床は下盤側で比較的塊状

鉱・上盤際では暗赤色~黒色粘土の中に芋状鉱として産する.マンガン鉱物と

して，硬マンガン鉱・軟マンガン鉱が認められている.

鉱石の分析値を第 12 表に示す.

生産量昭和 15 年~28 年まで、に Mn 精鉱を 8 ， 930 tを採掘した.

山宝鉱山(土屋種川マンガン鉱山) C成田ほか， 1965)

位置瀬棚郡今金町種川の上流にあり，メップ岳の東南東約 3km に位置して

し、る.

沿革鉱床の発見の経緯は不明であるが， 1956 年頃土屋繁ーが探鉱を行い，

若干の鉱石を搬出した.

鉱床および鉱石鉱床は，メップ沢層の凝灰角喋岩中に佐胎される層状マン

ガン鉱床で，鉱床の走向・傾斜は N 1O ~40oW 20~3acSW で，厚さは 0.1~ 1. 0m

である.鉱床の下盤側には低品位のマンガン鉱が存在し，上盤側には，粘土質

岩をはさんで変質岩がある.上盤側には石英・菱マンガン鉱の細脈・紅レン石・

水マンガン鉱の鉱染が認められる.主なマンガン鉱物はブラウン鉱・パーネス

鉱・紅レン石が確認されている.
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分析値を第 12 表に示す

生産量不明

岩田新島牧鉱山(五十嵐， 1962b)

位置 島牧郡島牧村字泊地内にあり，泊川の上流小金井沢に位置している.

沿革 第二次大戦中に発見され，その後，地表および坑道探鉱を実施したが，

現在閉山している.

鉱床および鉱物 この鉱床は大平川層の凝灰岩を下盤としているが，鉱体の

一部が崖錐堆積物中に存在していること，鉱石の多くは粉鉱であること，小金

井温泉から現在もマンガン土が沈股しつつあることなどからピリカ型マンガン

鉱床とは異なり，現世の温泉沈殿によるマンガン土鉱床とされている.鉱石は

ほとんど黒色~黒褐色の粉鉱からなるが，一部，黒色の塊鉱が存在する.鉱石

鉱物は結晶度の悪いノミーネサイトが認められているが，ほとんどは非品質であ

る.鉱床の賦存範囲は 85 mX35m，厚さは平均 0.5m 程度(最大1. 5 m) と予

想されている.

分析値を第 12 表に示す.

生産量 本格的に採掘していない.

神威鉱床(成田ほか， 1965)

位置 島牧郡島牧村にあり，泊川の支流カモイ沢の合流付近の左岸側に位置

している.

鉱床および鉱石 鉱床は泊川層群中に匪胎する層状の珪酸マンガン鉱床で，

見掛けの下盤側に珪質塩基性凝灰岩，上盤側はチャートとなっている.チャー

ト中には網状のマンガン鉱床が認められる.走向・傾斜は N800E700

NEの層状

珪酸マンガン鉱床で厚さは 0.5'"'-'0.6m となっている.

生産量生産された実績はない.

x.4 石灰石
本図幅地域の泊川層群には，多くの石灰石鉱体が含まれている.先述のよう

に岩相は多様で，古くから，土壌改良資材用，装飾用などの原料として注目さ
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れてきた.しかし，険しい山間に分布することなど立地条件が悪かったため，

これまで稼行の対象となったのは，島牧村泊川地区のみである.

泊川石灰石鉱床(西山， 1892; 北海道庁， 1936; 堤ほか， 1965)

位置 島牧村宮内温泉の南南西約 1km の泊川ぞいの両岸の山地に位置する.

沿革 この鉱床の存在については，大平川上流の石灰岩体とともに古くから

知られており， 1889 年には寿都町の宮永義運によって開発がおこなわれてい

る. この年には，海岸から馬道をひらき石灰石 3 千石を札幌に出荷した.また

焼成もおこなわれたようである. 1935 年には，土壌改良用炭カル生産のため北

四系

日鴻三系

E2
口誤信義
国けい岩

おお.石灰岩
ミミ 045 試料番号

1「

第 38 図泊川石灰石鉱床図(堤ほか， 1965)
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第 13 表泊川石灰石鉱床各鉱体の規模と鉱量

走向延長 (m) 傾斜延長 (m) 面 積 (m2) 概算鉱量 (t)

第 1 鉱体 150 12 1800 100 ,000

第 2 鉱体 20 30 600 130 ,000

第 3 鉱体 500 15 7500 810 ,000

第 4 鉱体 240 20 4800 320 ,000

概算鉱量二平均厚さ×面積×比重

(堤ほか， 1965)

第 14 表泊川石灰石鉱床の石灰石分析結果

試料番号 採取個所 CaO% MgO% R,03% P,05% SiO,% 鉱 石 の 種 類

5 カモイ川沿い 46.35 1.19 0.93 11.57 灰色 徽密質， 微品質

10 か 46.17 tr 0.80 tr 15.03 白~灰白色 It It

11 ノノ 53.84 か 1.17 1.00 It か 。

12 カモイ川沿い 54.73 tr 0.57 0.50 灰白色~暗灰色 か II

13 か 54.91 ノノ 0.60 0.039 0.13 灰白色~灰色 グ It

14 It 53.84 It 1.47 0.73 楕灰色 千枚状 乃F

15 第 1 鉱体 54.55 H 0.60 0.23 灰白色 綴密質 It

17 1/ 54.55 fノ 0.17 0.23 II It グ

20 第 2 鉱体 54.55 /1 0.54 1.03 か /ノ 九'

21 ノ/ 54.37 It 0.14 0.93 か It グ

22 乃r 54.91 It 0.47 0.046 0.90 乃， グ It

43 It 53.97 It 0.37 0.40 It ノ/ グ

44 It 53.45 "ノ 0.67 0.063 1.23 Fノ ノ/ It

45 ノノ 53.10 It 0.67 1.10 灰色 か /ケ

30 第 3 鉱体 43.50 1/ 1.37 20.93 It It II

31 "〆 52.23 It 0.74 4.27 乳白~灰白色 It It

35 ろF 54.32 だ7 1.07 0.20 y<白色 ノノ It

61 第 4 鉱体 54.14 It 0.43 0.77 1/ It 徴品質~粗品質

63 ノノ 53.27 か 0.60 1.80 II か 微品質

32 あんきょの沢上流 43.14 It 0.83 20.10 暗灰色 It か

47 カモイ川南岸峯 51.36 It 4.03 0.87 乳白~灰白色 II か

(堤ほか， 1965)

海道庁営寿都石灰工場が設立され，その採掘場として本格的に開発が始められ

た.採掘場と島牧村永豊の間には馬鉄軌道が敷設され，そこから船で寿都まで

運ばれた.設立時の埋蔵量は 70 万t，手堀により年間 1 万 8 千tを採掘する計画

であった.第二次大戦後になっていくつかの鉱山会社の所有になったが，現在

は採掘されていない.

鉱床および鉱石 レンズ状ないし層状の 4 ないし 5 鉱体からなる(第 38 図).

泊川流域の鉱体は，各鉱体とも走向および傾斜は N 40~70oE 45~75°NW であ
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り，延長は 20'"'-'500 mで、ある(第 13 表).鉱石は暗灰色~白灰色のミクライト質

石灰岩が主体で，一部に同質の礁からなる石灰岩礁岩を含む. CaOは 42'"'-'54%

で，おおむねセメント，鉄鋼，製糖などの用途に適する(第 14 表).

鉱量堤ほか(1965) によれば，泊川に沿った部分だけで概算 136 万t とされ

ている(第 13 表).

x.5 石炭

田大平炭碩(地質調査所， 1960)

大平山の山頂北西側にあり，炭層は大平川層中に匪胎され，膨縮の変化が著

しく，連続性に乏しい.炭層は砂岩や泥岩を挟在し，全体として山丈 16m ，炭

丈 8m となっている. 1948 年，後志炭積により採掘計画が立てられたが，雪崩

により中止した.

X.6 温泉(北海道立地下資源調査所， 1976)

千走温泉

島牧村千走にあり，千走川の河口より約 4km 上流に位置している.この温泉

は 1871 年頃に聞かれ，その後東方で、マンガン鉱山が操業していたため満俺湯と

よばれていた. 1967 年'"'-'71 年にポーリングを行い，泉源数が増加した.現在浴

用に利用されているほか，小規模なハウス栽培や養殖(ヤマベ〉にも利用され

ている.

ニ股温泉

長万部町大峯にあり，二股川の上流の右岸枝沢に位置している.この温泉は

明治以前すでに利用されていたいわれるが， 1898 年秋田県人の嵯峨重良によっ

て開かれ，嵯峨温泉と呼ばれていた.その後，樋口善太郎が湯の華を薬用とし

て販売した.現在は浴用として利用されているほか，湯の華細工も販売されて

いる.また，温泉周辺には大規模な石灰華ドームがあり，天然記念物に指定さ

れている.

大峰温泉

長万部大峯にあり，二股温泉より二股川の上流右岸に位置している. この温

泉は，以前から河床に湧出していることは知られていたが，調査当時は利用さ



第 15 表各温泉の泉質分析結果

(湧II出mm量)泉('C温)p日H RpHT.S.Mca Mg Na K 全鉄 CI HC03 SO, F IHBO, SiO, Free H,S
∞2

二股温泉 9.642.1 6.5 7.9110,344 684.5146.32,579 307.02.034,918 1,495 113.20.27232.339.5270.2 0.00

大峰温泉 50 35.8 7.0 ー 10,830 232.8161.43,652 194.03.244,084 4,357 195.20.28117.2293.71144 0.00

千走温泉 1号井 57.238.5 6.5 8.0I3,061 190.0 76.6 814 84.63.66 574.8内2.001 255.11.1417.030.4336.6 0.00

向 上2号井 12.841.4 6.418.1 3,661 209.0 81.41.000 104.21.62 745.02,214 311.81.09 20.435.4 81.4 0.00

河鹿温泉 60.567.5 6.5 7.8 2,952 287.5 39.6 619 101.03.361, 075 744.7233.70.95 69.488.3117.7 0.00
黄金温泉 49.950.3 6.5 7.6 3,662 498.3 80.9 441.5204.50.081.129 739.3578.70.56 66.049.0203.915.71

(SiO, 比色珪酸)

(北海道立地下資源調査所， 1976)

れていなかった. しかし，近年浴用として利用されているようである.

黄金温泉

泊川上流の小金井川上流約 2km にあり，本図幅のほぼ中央に位置している.

発見は古いと思われるが，詳細は明らかでない.現在，露天風呂が作られてい

るがほとんど利用されていない.

河鹿温泉

泊川の中流左岸にあり，河床から湧出している.この温泉は昭和 42 年(1 967)

島牧村の温泉開発の一環として実施されたボーリングの結果湧出したものであ

る.現在，露天風目が作られている.

各々の温泉の分析値を第 15 表に示す.

x.7 地すべり

4 万分の l 空中写真 eM 1156-A, M 1187-A, M 445 の米軍撮影およびHO

-66-7Y, C8-C11 の国土地理院撮影)の判読により，大平山図幅内では合計

104 ヵ所の地すべり地形が確認された(第 39 図，第 16 表).分布頻度は図幅北

西部と北東部にやや集中する傾向がある.地すべり地形の面積の平均は 0.4

km 2，最大のものは 5km 2 に達する.また ， 2km 2 以下のものについて，長さ/

幅比と面積との関係(第 40 図〉でみると， 0.5km 2 以上のものについては逆比

例の，それ以下のものについては正比例の関係にあるように見受けられる. 地

すべり運動の形態からみると前者はスランプタイフであり，後者はフロータイ

プにあたるらしい.

図幅範囲の地すべり地形を地質構造との関連でみると(第 17 表)，滑落崖



5km

第 39 図 本図幅地域の地すべり分布図
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第 16 表本図幅地域の各地すべりの規模

SERIALWIDTHLENGTHL/WRATIO AREA SERIALWIDTHLENGTHL/WRATIO AREA

1 1459 786 0.5387 0.9008 55 1053 585 0.5556 0.4843
2 1757 1295 0.7371 1.7876 56 1019 836 0.8204 0.6691

3 695 1390 2.0000 0.7588 57 1184 1119 0.9451 1.0403
4 739 886 1.1989 0.5143 58 254 249 0.9803 0.0498

5 1406 1418 1.0085 1.5662 59 295 395 1.3390 0.0917

6 1784 621 0.3481 0.8703 60 478 423 0.8849 0.1591

7 523 525 1.0038 0.2157 61 289 386 1.3356 0.0875

8 285 603 2.1158 0.1351 62 586 419 0.7150 0.1929

9 463 1103 2.3823 0.4008 63 430 501 1.1651 0.1691
10 690 1046 1.5159 0.5669 64 175 300 1.7143 0.0412

11 518 1430 2.7606 0.5816 65 256 317 1.2383 0.0638

12 391 798 2.0409 0.2455 66 325 606 1.8646 0.1549

13 1558 894 0.5738 1.0940 67 223 135 0.6054 0.0237

14 288 462 1.6042 0.1043 68 552 981 1.7772 0.4252

15 331 232 0.7009 0.0604 69 406 879 2.1650 0.2805

16 437 473 1.0824 0.1625 70 377 961 2.5491 0.2848

17 2077 3053 1.4699 4.9810 71 207 201 0.9710 0.0327

18 238 295 1.2395 0.0552 72 351 1121 3.1937 0.3093

19 667 1562 2.3418 0.8186 73 348 726 2.0862 0.1981

20 881 1622 1.8411 1.1227 74 532 324 0.6090 0.1353

21 164 227 1.3841 0.0293 75 228 493 2.1623 0.0881

22 1648 575 0.3489 0.7436 76 322 404 1.2547 0.1021
23 1103 1029 0.9329 0.8914 77 1113 497 0.4465 0.4345

24 175 131 0.7486 0.0181 78 1218 1100 0.9031 1.0530

25 2116 1434 0.6777 2.3843 79 941 698 0.7418 0.5158

26 252 318 1.2619 0.0629 80 439 613 1.3964 0.2113
27 242 376 1.5537 0.0713 81 429 367 0.8555 0.1237

28 661 336 0.5083 0.1747 82 253 246 0.9723 0.0489

29 244 398 1.6311 0.0761 83 241 267 1.1079 0.0505
30 185 160 0.8649 0.0233 84 213 230 1.0798 0.0384

31 343 513 1.4956 0.1382 85 213 253 1.1878 0.0423

32 413 687 1.6634 0.2227 86 158 237 1.5000 0.0294

33 319 539 1.6897 0.1350 87 327 337 1.0306 0.0865

34 417 498 1.1942 0.1629 88 331 202 0.6103 0.0523

35 437 783 1.7918 0.2684 89 277 375 1.3538 0.0818

36 234 360 1.5385 0.0663 90 215 300 1.3953 0.0506

37 439 1099 2.5034 0.3788 91 283 630 2.2261 0.1402

38 195 544 2.7897 0.0833 92 415 899 2.1663 0.2927

39 291 378 1.2990 0.0863 93 2707 1855 0.6853 3.9449

40 244 269 1.1025 0.0517 94 229 296 1.2926 0.0533

41 217 167 0.7696 0.0284 95 389 266 0.6838 0.0813

42 239 285 1.1925 0.0535 96 1720 679 0.3948 0.9174

43 337 808 2.3976 0.2139 97 440 1255 2.8523 0.4334

44 670 1376 2.0537 0.7246 98 474 656 1.3840 0.2440

45 333 608 1.8258 0.1592 99 200 700 3.5000 0.1099
46 232 506 2.1810 0.0924 100 2164 1059 0.4894 1.7997

47 2909 2290 0.7872 5.2332 101 164 179 1.0915 0.0230
48 224 609 2.7188 0.1073 102 187 250 1.3369 0.0366

49 237 498 2.1013 0.0928 103 180 245 1.3611 0.0345
50 187 168 0.8984 0.0248 104 383 200 0.5222 0.0602

51 398 518 1.3015 0.1616
52 286 545 1.9056 0.1224 平均 582.68 651.46 1.3863 0.4459
53 560 296 0.5286 0.1299 紅1 m km2

54 268 678 2.5299 0.1427
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第 17 表本図幅地域の各地すべりの地質との関係

No.Main UnderlyinbgedNo.Main UnderlyinbgedNo.Main Underlyinbged
Scarp Scarp Scarp

1 KaI Ys 36 Tgt Tgt 71 Ys Ys

2 Kt Ys 37 Ot Ot 72Mb , Mem 乱ieb

3 Kb Ys 38 Ot , Ys Ys 73 Qp Meb

4 Kb Ys 39 Ot Ys 74 Qp , Mw Mw

5 Kb Ys 40 Ys Ys 75 Ot Tk

6 Tgt Ys 41 加ib Mb 76 Cd Cd

7 Ys Ys 42 乱ib 乱ib 77 Al Meb

8 Kb Ys 43 Ry 乱it 78 Qp Qp

9 Kb Ys 44 Ry Mt 79 Al 乱ieb

1ム』ハυ Kb Ys 45 Mb Mb 80 Qp 乱ieb

11 Kb Ys 46 Ot Tgt 81 Mr Cr

12 Kb Ys 47 Ot Ot 82 Cd Mt

13 Kb Ys 48 Ot Ot 83 Cd 恥it

14 Ys Ys 49 Ot Ys 84 Cr Cr

15 Ys Ys 50 Ys Ys 85 Cr Cr

16 Ys Ks 51 Mb 乱ib 86 Kuc Kuc

17 KaI Ys 52 Mt Mt 87 Meb Cd

18 Ls Ls 53 乱it 恥it 88 Khc Cd

19 Oc YS , Tgt 54 Mt Mt 89 Khc Cd

20 Ys Ys 55 Tgt 酌ib 90 Cr Kuc

21 Ys Ys 56 Ot Mb 91 Khc Kus

22 KaI Ys 57 Ot Ot 92 Meb 島ieb

23 乱ib Ys 58 Ot Ot 93 乱ieb Meb

24 Tk Tgt 59 Mt 乱ib 94 Kus Kus

25 Oc Ot 60 乱it 乱it 95 Kum Kum

26 Ot Ys 61 民ib 乱ia 96 Meb 乱ieb

27 Ys Ys 62 Tk Mt ,Mb 97 Meb 乱ir

28 Ys Ys 63 Tk Mt ,Tgt 98 Khc Tgt

29 Ys Ys 64 Ys Ys 99 Tk Tk

30 Ys Ys 65 恥ib Al 100 Kha Khc.Tk

31 Ys Ys 66 Mb 孔ib 101 Ks Ys

32 Ka ,Kb YS 67 Mb 孔ib 102 Kus Kus

33 KaI KaI 68 乱ib Mb 103 Kum Kum

34 KaI Mb 69 Mb Mw , Mt 104 Kut Kut ,Do
35 Ry Mt 70 MW ,Tgt 恥it
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第 40 図 本図幅地域の地すべりの長さ/幅と面積との関係

()II村信人博士による)

(MainScarp) の地質が狩場山溶岩 (Ka l)，黒松内層の安山岩質ハイアロクラ

スタイト (Kb) ，大平川層上部層 (Ot) の場合が多く，流紋岩 (Ry) ，石英斑岩

(Qp) ，花崩岩類 (Gr) のこともある.また，崩積土の下底部 (Underlying bed)

の地質は八雲層の硬質頁岩および泥岩 (Ys) が多く，マス川層の凝灰角礁岩

(Mb) ，同じく凝灰岩および凝灰質砂岩 (Mt) ，メップ沢層凝灰角磯岩 (Meb)

などがある. とくに，滑落崖が溶岩や火山岩類で，崩積土下底が硬質頁岩や泥

岩などの堆積岩の組み合せでの発生率が高い.また，本図幅北西部の千走川と

九助川との間には林野庁所管の地すべり防止指定区域(番号 17)がある.
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Abstract

ThemappeddistrictissituatedattheOshimaPeninsula, Southｭ

westHokkaido, correspondingtothenorthernextensionofso-called

“ Green Tu妊 Region" ofNortheastJapan. Itislocatedbetweenlatitude

42'30'-42' 40'N, andlongitude140'00'-140' 15'E.

Geology

ThemappeddistrictisgeologicalycomposedofLateJurassicto

EarlyCretaceoussedimentaryrocks, Cretaceousgraniticrocks, Neogene

volcanicandsedimentaryrocks, andQuaternaryvolcanicrocksandsediｭ

ments. GeologicalsuccessioninthisdistrictissummarizedinTabel1.

TheJurassictoCretaceousSystem

TheLateJurassictoEarlyCretaceoussedimentaryrocksarebaseｭ

mentrocksoftheNeogeneandQuaternaryformationsofthisdistrict.

ThesedimentaryrocksrepresentedbyTomarigawaGroupareexposed

inthecentralandsouthernpartofthisdistrict, andarecomposedofthe
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Table1

Age GeologicalSystem Thickness(m) Remarks

-国一 Alluviumdeposits

α2と伺EE
E百ωEEω

Terracedeposits

KaribayamaLava Karibayamavolcano

KasubedakeLava
v、

包‘

2仏むduυ0 者一白活昌畳自認層E
Upper

Kuromatsunai
100 十i

~ CCH
F

250 十

Lower

ト一一一

同剖む司、 出 I1111111111111 MakomanaigawaGranitic
Rocks

YakumoF 1000
Makiyamachitanii

一

CONHgψ+t 日N十
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ス富島E
白 D』色 MeppuzawaF

宮ωE82若E
凶'd』む〉pc

500 一

EF凶コロ
ト一一一一
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市一也点〉戸、山

Apむ』o

凶t一同h MasugawaF. 1500 十 Plantfossils

Cretaceus GraniticRoks Thermalmetamorphism

400

Early <.) GarozawagawaF. ~ RadioraIianfossils

Cretaceous

ド口同日周忌昆。
1400 十

Late
Conodonts

Jurassic KanayamagawaF 1100十 Radiolarianfossils
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KanayamagawaFormationandtheGarozawagawaFormation.

TheKanayamagawaFormationconsistsmainlyofshale, alternatｭ

ingbedsofsandstone-shaleandbeddedchert, associatedwithconglomerｭ

ate, sandstoneandbasaltictu 任

TheGarozawagawaFormationconsistsoftuffincludingpebblesof

chertandlimestone, hyaloclastiteandbasaltlavas. Itisaccompanied

byasmallamountofshale, sandstoneandlimestone.

TheCretaceousGraniticRocksaredividedintothefollowingtwo

types;biotitehornblendegranodioriteandbiotitegranite-granodiorite.

Theyareexposedinthesouthernpartofthis district, andareacｭ

companiedbyseveralsmalldykesofapliteandpegmatite.TheTomariｭ

gawaGrouphasbeenintrudedbyCretaceousGraniticRocks, resulting

intoformationofhornfelsandrecrystallizationoflimestone.

TheNeogeneSystem

TheNeogenesystemiscomposedoftheMasugawaFormation, the

Kun'nuiFormation, theObiragawaFormation, theMeppuzawaFormaｭ

tion, theYakumoFormation, theKamihakaimappugawaFormationand

theKuromatsunaiFormationinascendingorder.

TheMasugawaFormationisdistributedinthecentraltothewestｭ

ernpartofthemappeddistrict. Itconsistsoftu 旺 breccia ， weldedtuff,

andesitelavasandtuffaceoussandstone. Theupperpartofthisformaｭ

tionyieldsplantfassils. ThisformationiscorrelativewiththeFuｭ

kuyamatoYoshiokaFormationsintheMatsumaedistrictofthesouthｭ

eastmarginoftheOshimaPeninsula. Thisformationoverliesunconforｭ

mablytheTomarigawaGroupandCretaceousGraniticRocksmentioned

above.

TheKun'nuiFormationisdistributedinthesoutheastofthe

mappeddistrict. Itconsistsmainlyofconglomerate, sandstoneandmud-
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stone. Thelowerpartisbasalconglomerateandsandstone, themiddle

isdarkgreyishmudstone, andtheupperisgreenishtu 旺. Theuppermost

partincludesbasaltictuffbrecciainplaces. Thisformationoverliesunｭ

conformablytheCretaceousGraniticRocksandtheMasugawaFormaｭ

tion.

TheObiragawaformationisdistributedinthenortheastofthe

mappeddistrict. Itconsistsmainlyofconglomerateandgreenishtuff.

Thelowerpartisbasalconglomerateandsandstone, theupperisgreenｭ

ishtu 妊， tu 妊 breccia andtu 妊aceous sandstone. Thisformationoverlies

unconfomablytheTomarigawaGroup.

TheMeppuzawaFormationisdistributedinthewestofthe

mapped district. It consists of conglomerate, tu旺 breccia ， andesite

lavas, basalticpillowlavasandmudstone. Thisformationoverliesunｭ

conformablytheMasugawaFormation. TheMakomanaigawaGranitic

Rocksintrudedintothisformationduringitsdeposition. Theyarecomｭ

prisedofgranodiorite , quartzdiorite, granophyre, etc.

TheYakumoFormationisdistributedinthenortheastandnorthｭ

westofthemappeddistrict, conformablyoverlyingtheObiragawaForｭ

mationandtheKun'nuiFormation. Thisformationunconformblycovers

theTomarigawaGroupwithabasalconglomerate. Thisformationconｭ

sistsmainlyof “ hard shale"andmudstoneintercalatedwithtu 旺 and

tu 旺aceous sandstone, accompaniedbyasmallamountofbasaltichyaloｭ

clastite.

TheKamihakaimappugawaFormationisdistributedinthesouth

ofthemappeddistrict, restingontheMeppuzawaFormationunconforｭ

mably. Thisformationconsistsmainlyofconglomerateandandesitic

hyaloclastiteo

TheKuromatsunaiFormationisdistributedinthenortheastofthe

mapped district, conformablyoverlyingtheYakumoFormation. The

KuromatsunaiFormationconsistsmainlyoftu 百， siltstoneandandesitic
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hyaloclastiteinterbeddedwithtwopyroxeneandesitelavas.

TheQuaternatySystem

TheQuaternarySysteminthisdistrictisdividedasfollows;The

KasubedakeLava, theKaribayama Lava, TerraceDepositsandAllu-

vlUm.

TheKasubedakeLavaisdistributedinthesouthwestofthe

mappeddistrict. ItiscomposedoftheKasubedakeextendingfromthe

mapof “ Harauta andKaribayama". Thislavaisoftwopyroxeneanｭ

desite.

TheKaribayamaLavaisdistributedinthenorthwestofthe

mappeddistrict, makinguptheGaroh-gen'ya. Itisoftwopyroxene

hornblendedacite.

TheTerraceDepositsaredistributedalongthePirikabetsu-gawa

atthesoutheastcornerofthemappeddistrict. Theyconsistofgravel,

sandandmud.

TheAlluviumisdistributedalongtheChihase-gawainthenorthｭ

eastofthemappeddistrict. Itismadeupofgravel, sandandmud.

AppliedGeology

MineralResources

In this mapped district, gold, silver, copper, lead, zinc , iron

sulfide, manganese and limestone have been exploited as mineral

resources. However, theyarenotutilizedatpresent. Theoredeposits

ofgold, silver, copper, lead, zincandironsulfideareregardedasepithｭ

ermalfissure-fillingveintypeandnetworktype. Themajororeminerals

arenativegold, sulfides, oxidesandcarbonates. While, themanganese

oredepositsinthisdistrictarerecognizedasmainlybeddedmanganese
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deposit, andareclassicifiedintotwotypes;oneisPre-Tertiarymineralｭ

izationtypewhosemajororemineralsaremanganesesilicates. The

otherismainlyso-called“ Pirika Type"whosemajororemineralsare

Mn-oxidesformedduringtheTertiaryage.

AsmallscalelimestonedepositsareinterbeddedintheTomariｭ

gawaGroup.

CoalResource

Coalresourceinthemappeddistrictoccursinasmallscaleinthe

northwestofthesummitoftheOhbira-yama.

HotSprings

Thereareseveralhotspringsinthemappeddistrict. Thehot

springsofChihase, FutamataandOhminearemainlyutilizedforbathing

atpresent, butKoganeandKajikahotspaarenotutilizedinwinter

nowadays.

Landslides

.Thereare140landslidesthroughoutthemappeddistrict. Mostof

thelandslidesaredistributedin 白e areasof“ hard shale"andmudstone,

belongingtotheYakumoFormation.
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第 I 図版 島牧村大平山周辺の中生代(三畳紀〉コノドント・放散虫化石の

走査電顕写真 (白線: O.lmm)

(岩田圭示博士提供)

1-8;コノドント化石， 9; 放散虫化石

1; Neogondolella ρolygnath i/ormis (BUDROV&STEFANOV)

Loc.CH-20

2; Gladiogondolellasp.Loc.CH-20

3; Neogondolellasp.Loc.CH-20

4; Neo ゆαthodus sp.Loc.CH-20

5; 邸留 ondolella αbn ψtis (HUCKERIEDE)Loc.CH-21

6; Neogondolellanodosa(HAYASHI)Loc.CH-21

7; Neogondolellact.nodosa(HAYASHI)Lac.CH-21

8; Diplododella ρetrae-viridis (HUCKERIEDE)Lac.CH-20

9; Triassocamj うe sp.Lac.CH-17
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